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4人 の震災被災者が語る現在
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要 旨

本論文は、4人 の震災被災者が、阪神 ・淡路大震災の体験を語 り継 ぐための語 り部活動(「 語り部グル

ープ117(G117)」)に おいて展開 した語 りの内容をトランスクリプトの形で採録 したものである。その

ねらいは、2つ ある。第1は 、G117の 活 動の記録を保存することである。震災後8年 を経て体験風化が

叫ばれる今日、こうした試みそのものを記録にとどめてお く意義もあろう。第2の ねらいは、本論文で

採録 した4つ の語 りを分析 した論考(矢 守,2003)を 補完することである。G117の 詳細、語 り手 らの

横顔、語 りの収録状況、分析内容については、すべて、矢守(2003)を 参照し本論と併読願いたい。な

お、登場する個人の氏名はすべて、当事者の了解を得た上で、実名で記載している。

1は じめ に

本論文は、4人 の震災被災者が、阪神 ・淡路大震災の体験 を語 り継 ぐための語 り部活動(「 語

り部グループ117(G117)」)に おいて展開 した語 りの内容を トランスクリプトの形で採録 したも

のである。そのね らいは、2つ ある。第1は 、G117の 活動の記録 を保存することである。G117

は、震災の体験を当事者の語 りを通して保存、継承することを目的に結成された団体である。よ

って、震災体験を記録にとどめておくことはもちろん、震災後8年 を経て体験風化が叫ばれる今

日では、こうした語 り部活動の試みそのものを記録にとどめてお く意義 もあろう(矢 守,2001;

Yamori,inpress)。 第2の ねらいは、本論文で採録 した4つ の語 りを心理学的に分析 した論考

(矢守,2003)を 補完することである。矢守(2003)で は、本稿 に収録 した4つ の トランスクリプ

トを基に、4人 の被災者(庄 野さん、浅井さん、長谷川さん、市原さん)の 語 りが詳 しく分析 さ

れている。また、G117の 活動の経緯、4人 の語 り手のプロフィール、語 りの収録状況などについ

て も報告されている。つまり、本稿の トランスクリプ トと矢守(2003)の 論考 とは併読 を前提 と

している。両者を相互参照願えれば、幸いである。なお、本稿 に登場する個人の氏名はすべて、

当事者の了解を得た上で、実名で記載している。また、語 りの節立て(セ クション分割)は 、語

りの内容、および、発語の際の間(ま)を 勘案 して筆者が便宜的に設けたものである。
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皿 庄野 さんの語り

(1)[0:00]

NGOセ ン ターへ 、細 谷先生 と一緒 に、あの 、4人 ほ ど、来 られて、一度 お 目にかか ったこ と

あるんです けれ ど。 え一 と、今 日は、あの、私 は、神戸 の語 り部 グルー プ117の 庄 野 と申 します。

今 日は、 ここ、郡 山の中学校 の皆様 に、お会いで きて、本当 に、あの、ご一緒 に、命の大切 さを、

地震 の話 を通 して、皆様 とともに考 えてい きたい と思 い ます。では、 まず、私が地震 の時、 どん

な状況で あったか をお話 したい と思 います。

(2)Co:50]

あ の 、昔か ら地震 ・雷 ・火事 ・親 父 と、子供の 頃よ く言 って ましたが、お父 さんの方 は、お父

さん は怖い もの、雷 は大嫌 い。そんな感覚で したが、神戸 の地震 で、 まず地震が 、その、地震 ・

雷 ・火事 ・親父の筆頭 に、地震 が くる とい う意味が よ くわか りました。私が60歳 、 この歳 、60歳

に なるまで、神戸 に住 んで ま して、震度3く らいの地震 は時 々感 じて ました。で も、震度3く ら

いだ った ら棚の物が落 ちて くる ことも、 まあ、お そ らくあ りませ ん。ただ、 ああ、 よく、揺 れて

るなあ くらいで、その感覚 で、そ うこう して るうちに、地震 は、あの、止 まって しま う。 そ うい

う生活だ ったか ら、神戸 は もう地震 は ない もの とい う感覚 でいたんですね。 ところが 、あに図 ら

んやです。今 回の、今 回の、言 うた ら、7年 前 の、約7年 前の地震 ってい うの は、 あの一、想像

に絶する もんだ ったんですね。 ・

(3)[2:02]

あ ん 、なんてい うのか な、最初 にち ょっと揺れ たんです ね。 で、あ っ、地震だ っ と思 って、隣

の部屋 にい る息子 を起 こそ うと思 って、あの、お布団の上、 こ う、座 りかけた んです ね。 そ した

ら止 まったんです。あ ッ、止 まった と思 った、 もう瞬 間に、何 んか ドー ンとい う感 じで、 あ、こ

れは もう私は死ぬ と思 って。 そ う思 った途 端 に、 もう気失 って、気 を失 って しまって、 あの、家

の下敷 きになって しまってたんです ね。ほんで、それ は自分 は気 を失 って るか ら、何が起 きたか

わか りません。で、は っと思 って、あん と、気がつい た ら、そ した ら、あの… どう言 うんですか。

身体 が全 然動 かない。で、真 っ暗。

(4)[2:59]

そ した ら、隣の部屋 か ら隣iの部屋 じゃな くて、お隣のお ばあちゃんがす ごい元気 な声 で、あの、

「助 けて、助 けて」 って叫んで るんですね。で 、いや、お ばあち ゃん、 なんで、 「助け って」、 ゆ

う、 「助 けて」 って悪 鳴 ってるのか なあ と思 って。地震 で そ うな ってる記憶 は全 然戻 らな くて、

え、 もう、あの、気がつい た ら、 あの、明か り一筋 ささな くて真 っ暗 い、 これ、 ものす ごい暗 闇

なんですね。で、い ったい何が あったのかなあ。私 が交通事故 にで も、 あ、お うて、で、 こんな

状 態 なんかなあ と思 って。 そ う思 うだ けでボ ー と頭 してるんです ね。 で、あ、 おばあ ち ゃんが

「助 けて、助 けて」 って呼 んでるか ら、私 も、 ち ょっ と声 を出 してみ ようか なあ と思 って…、「助
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け て えっ」て、声 を出 しかけたんですけ ど、 もう、全 身が圧迫 され て るか ら、 その苦 しさで声 が

出 ない んです。で、 あ、あの脂汗 がワ ッて出て くるか ら、あ、 これ は声 を出 した ら、それ こそ気

分悪 くて ダメなんだって思 って、その時 に、あの、 まあ半 ば諦 めて、で、 そ した ら、 またおばあ

ちゃんが ね、私の息子 の名 前 をね、 「聡 ち ゃん、助 けて っ、聡 ち ゃん、助 けて」 って言 うんです

よ。で、その時、 どう して息子 の名前 を呼 んでるのか なあ、なぜ だろ うなあ って、そればっか り,

そ れ こそ、地震 でそ うなってた ら息子 はどうなってるのかなあ、 ってい う思 いがあるで しょうけ

ど、地震 てい うことが全然頭 にないか ら、その感覚 で、一種 それで、あの、下敷 きになった まま、

あの、我慢 してるってい うか、我慢す る も何 も動 けないんです よね。 あの、地震 と同時 に、お仏

壇が、 ドー ンと飛 んで きてお仏 壇が私の身体 に、 う、あの、被 さって しまったんです。 ま、 それ

で、あの、壁土 やそんなんで窒息死 は免れ たんです け ど。その全然動 けない ってい うのが 、あの、

う、 自分 に とってはね、 こん な、 こんなに辛 い ものか なあ って思 っている うち に、右足が ね冷 た

くなって きて、硬 くな って くるのが わか るんですね。で、あ あ、 これは、おか しい なと思 ったけ

ど、 どうに も動 けない。1セ ンチ も動 けない。その 中で…。

(5)[5:35]

あ の …。 ほっ と、耳 をす ま してみ る と、娘 が、 「お母 さん、お母 さん」 って、 き く、あ の小 さ

い声 で聞 こえるんです。本人 は精一杯怒 鳴って るんで しょうけ ど。あの、壁土や瓦礫 に埋 まって

るか ら、その、外 の声 もあ んま り聞こえない。 こっちか らも声 を出 して も、聞 こえない とい う状

態の中でね、あの、埋 まって しまってたので。

(6)[6:02]

そ う して るうちに、何か、 あの、周 囲 に助けて くれ てる、た くさんの人が助 けに来 て くれた ら

しいんです けど、何 に も声が 聞 こえな くな って、あ、 これは もう、私 は死 んだ と思 って、 もう皆

諦めて、 あの、 どっか行 って しまったのか なあ と思 って、 そ うこう している うちに、だんだ ん、

あの、汚い話 なんです け どオシ ッコもで きない。 ウ ンチが した くて もで きない。 それ を一生懸命

我慢 してい る辛 さってい うのはね、あの…言葉 に表せ ないですね。で、 その時 に、あの、皆 さん

ね、あの、経験 ある と思 うんですけ どね、 もの食べ た りした時 に、 こうひ ょっ と、舌 の先 を噛ん

だ ら、す ごい痛 いで しょ?で 、私 はね、 これ は助 けに来て もらえなか った ら、 もう時間の問題

だか ら、 あの、 どうした ら楽 に死 ね るか なあ と思 って考 えてた んです。 ほんで、 こう立 って、た

っ、立 って られる状態 な ら、舌 を噛む こと もで きるで しょうけど、横 向 きになって こうなって る

状態 じゃ舌 を噛 むこ ともで きない。 これ は、死ぬ に も死 ね ない。 どう しよ うと思って、ほ んとに

それ ばっか り一時期真剣 に考 えてたんですね。

(7)[7:24]

そ した ら、あの、なんか、かすか にね、私 が飼 ってた犬の鳴 き声 がするんです。で、犬の声が

す るか ら、あ、犬 が生 きて るんだなあっ と思 って、そ したら、 ち ょうどその時 に、あの、娘 と娘

婿 が皆 で、犬 が鼻 先だけ、あの、瓦礫 の中か ら出てた んで、瓦礫 を取 り除いた ら前足が両足 とも
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骨が折れて、あの、 グラグラ してた らしいんですね。で、その犬 はね、普段 人 を絶対 噛んだ こと

がないんです。それ に、その、娘 を噛 む ようなふ りをして、ウー ウーって言 うて噛 むふ りを して、

そ して、 ヒイヒイ ヒイ、言い なが ら首 を振 るんですって。ほんでね、娘が ね、あの、娘 も、え一

と、何 年間か、その犬 と一緒 に暮 らしま したか らね、だか ら、あ、お母 さんが生 きてるの、 この

子 わかってんねんわ って。「ごめんね」 って、「お母 さん助 けた ら、助 けてあげるか らね。我慢 し

ときね」 って、言 うて、私 を助 けに、あ の、 かかって くれたんですね。そ した ら、その犬 のいた

ところ、瓦礫 を全部 のけて る。だいぶの けてる ところへ もって きて、そ こが、 あの、空 間がで き

た もんですか ら、両 隣iから、瓦礫 を、ぼ んぼこぼんぼ こ、 あの、投 げ 出す んです ね。 そ した ら、

また、犬 が埋 まって しまって、結局、あの、犬 は、亡 くなって しまったんです け ど。それで まあ。

あの子が知 らせ て くれ たおか げで、 あの、私 は、今 の私 があるんですけ ど。

(8)[9:00)

あ の …[メ モ を見 る間]。 その、息子が、 その時は、 まだ、亡 くなったい うこ ともわか らな く

って。あの…、あ、 これはお か しいなあ と思 って。 まあ、仮 に、私 と同 じような状 態であ った と

して も、す ご く、あの、お、 どう言 うんですか、用 心深い子だか ら、体力消耗 してはいけ ないか

らと思 って、 なんか、怪我で もして、我慢 してるのでは ないか なあ、 とい う感覚 がち ょっ とよぎ

ったんですね。それで、 まあ、後 でわかった話 ですけれ ど、あの、昔 の家 は、電柱 の ような梁が

台風 よけの ために、台風 の時 の重 しになるために、電柱 の ような梁が入 って るんです 。それが、

息子 は、物 のある ところは怖 い って言 うて、家具 のない ところへ寝 て たもんです か ら、それが ま

ともに落 ちて、即死 だった ら しい んですね。 あの、検死 の結 果では、即死です ってい うこ とだっ

た らしいんです。

(9)[9:58]

で 、 あの翌 日、 レスキュー隊がやっ と来て くれて、あ の、 当 日なんか、全 然、その、誰 も、 そ

の、それ こそ、 ボランティア とか近所 の方のボ ランテ ィアによって、あの、瓦礫 もの ける、そ う

い う作業 は して もらい ま したけ ど。 あの、行 政 とか、 それか らあの、 どう言 うんですか、 あの、

自衛隊 とか、その、各 レス キュ.___隊とか、そ うい うの は全然、そ の、 当 日はな くって、み な自力

で、家族やそん なんで近所の人 たちで、一生懸命 、瓦礫 をの けたわけなんですね。で、翌 日の 日

に、息子 は、あの、 レスキュー隊が来 て くれて、あの、引 っ張 り出 して もらって、そ して、あの、

近 くの、商船大学言 うて、あの、有名 な商船大学 ですけ どね。そ この体育館 とか、あの、大 きな

部屋 を、あの、お借 りして、そ こへ 一応安 置 さして もらったんです けど。

(10)[11=00]

そ の時 に、1階 に100人 、2階 に100人 、 亡 くなった人がず うっ と並べ てあったんです。それ も、

あの、 お棺 なんか間にあい ません。だか ら、何 日間か そのま ま、ず う.__.と並 べて寝か してあった

ら しいんです。 そ した ら、その時 に、あの、娘が、あの、 それ も娘 は、最 近 になってや っ と話 を

す るよ うにな った んです け ど。 自分 の弟 の ことも、 だか ら、あ の、お母 さんって、200人 もの人
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が ね 、亡 くなって るとこへね、行 った らね、何 と も言 えん霊気 とかね。その、 どう言 うんですか、

胸 を圧迫 される ようなね、その、冷 たい冷 たいね、雰囲気 の中 なの よって。おってや りた くて も、

おれなかったの よつて。皆がね、無念 な気持 ちで、あの、赤 ちゃんか ら年寄 りまでい ますか らね。

だか ら、特 に若い 人な んか残念 だ った。 その想 いが充 満 して るわ けなんで す よね。で 、あ の、

「到底おれ なか ったの よっ」 と、「お ってや りたか った けどっ」 て、 それは、何 回 も娘 が言 ってま

したけ ど。

(11)[12:09]

そ ん な状態の 中で、 あの、や っと、2週 間 目に、あの、火葬 に回 してい ただけた。それ も夜 中

に電話 をか けまわって、や っ とかか って、事情 をお話 しして、それで なかった ら、 あの4週 間、

1ヶ 月、それ以上待 たな きゃいけ ない。 そんな状 態、状態 だった ら しい んです 。あの、火葬場が

一一杯 で
。特 に、あの、東灘 は亡 くなった人 が多 か ったので、 あの、小 さな火葬場 しかあ りませ ん

か ら、順番 がなかなか まわって こな くって、そ んな状態の 中で…。

(12)[12:52]

ち ょ うど、助 け出 してもらった時が、夜 の7時 で した。で、 もう、あの、外 はもちろん、あの、

震災 の当 日ですか ら、街灯 もつい てませ ん。 で、戸板 に載せ られて、あの、空 を見 ると、星 ひ と

つない、真 っ暗闇の 中で した。で、 はあ、 こんな に暗い んだなあ と、思い なが ら、あの、6人 ほ

どで担 いで もらって、戸 板 に載せ られ て避難所 へ行 って、 ほい で、診 て もらった ら、あの、 「右

足 の足首 か ら折 れて ますね」 って、 ほんで、副木 を当てて もらって、 くくって もらって、病院行

った ら、そ した ら、あの、傷 してて も、消毒 の薬 もあ りません。で、点滴 も、普通1時 間 ぐらい

で入 るの を、12時 間 もたすわ けです よね。 だか ら、 もう身体が クタク タって言 うか、 もう、憔惇

しきってる ところへ もって きて、12時 間分 、 こうして、同 じ姿勢 で、ず うっ と、で、それがす ん

だ ら、また、12時 間 。1日 に2本 しか、点滴が、 あの、 して もらえない んですね。

(13)[14:04]

で 、 あの、 ここにいた ら、あの、 ダメだなっ とい う娘 の判断 もあったんですけ ど、動かす こ と

もで きないわけです。道路が もう車 なんか通 れる ような状態で ないので、で、 どうしようか と思

ってた ら、そ した ら、3日 後の 日に、あの、病院側が 「ここは透析 の部屋 です か ら空 けて下 さい、

15分 以 内に空けて下 さい」 って言 われ たのには、娘 がび っ くりして しまって、 この状 況で電話か

けるのに も、1時 間、 それに、15分 で 、 どうして動 け るんです かって、せめ て半 日位待 って下 さ

いって頼 んで、そ して、方々、あの、電話 を して、や っと、 あの、尼崎 ってい うところの病院 ま

で連 れていっていただいたんですけ ど。

(14)[14:49]

そ の 時に、あの、普通 だった ら、30分 もあった ら十分行 ける、 どこ、あの、場所 を、9時 間か

かったんです。だか ら、お昼 に出て、晩の9時 までかか って、病 院へ着 いて、そ して、診察 して



258 奈 良 大 学 紀 要 第31号

もらった ら、結局 は、右足の神経が完全 に麻痺 して しまって るか ら、右足 の付 け根 か ら、 これ は

切 断です ね、 って言われ たんです。で、 あの、娘 はその こと私 に言 い ませ んで したけ ど、 あの、

まあ、命 が助 か った ら、右足の片方 くらいな くて も仕 方が ない とい う、 あの、 もう、観念は、娘

は してた らしいんですね。 ところが幸 いに して、あの、神戸 で、地震 にあわれた先 生が主治医だ

ったの と、そ して、あの…、その、い ろんな状況 が、わか って下 さってる先生 だったので、す ご

く、あの、 よくしていただいて。 もう、 ほん とに、あの、一生懸命 リハ ビ リを して、そ して、今

では、こ うして、 まあ、なん とか、歩 けるようにはなって ます。 まだ、右足 は、痺 れは残 って ま

す。

(15)[16:01]

で も、あ た しが、今 、あの、思 うの に、あの、天災 はね、 どうしようもない んです。 防 ぎよう

が ない んです。 ただ、 その天災 を、あの、 どう言 うんです か、避 ける ことはで きな くって も、 自

分た ちで、その、震度 いかんに よった ら自分の身 を守 る、命 を守るい うことはね、 いつ も頭 に置

い といて欲 しい と思 うんです。 とい うのは、あの、私 もこの 間、震度4ぐ らいの、 ち ょっ と地震

があ った時 に、あ っ、 これは大 きいそ と思 って、枕元 に、 あの、お客 さん用の分厚いお座布 団あ

りますね。綿の わたの入 った。 あれ をね、頭 の上、パ ッとのっけたんです よ。そ した ら、 なんか

気分 的 にね、何 かね、あ、 これがあった ら、頭 は大丈夫 とい う、その、気持 ちが働い たのか、ね、

なんかね、あの、気分的 にち ょっ と落 ち着 いてみたい な、感 じなので、それ と、 もう、あの、い

つ も枕 元 には、 さっと揺 った時 に、パ ッと着 れる一通 りの もの は、 あの、 きっち り重ねてた たん

で、置いてあ ります。 でない と、あ の、 まあ、神戸 の地震 ほ ど、震度 、あれ は、7っ ていい ます

け ど、7ど ころや なかった と思 うんです よ。震度計 が壊れ る、壊 れて って、壊 れてたってい う話

を聞 きましたので。だか ら、あれ だけの大 きな地震 だ った ら、 どう しよ うもない と思い ます、私

の経験上。

(16)[17:37]

だ け どね、あの、私 の家が壊 れ た時 に、 あの、裏側 か ら裏 口の方か ら、 なんか、のぞけた らし

いんです ね。 で、あの、ある男の人が、 あの…、 ああ、 こうい う言い方 した ら、 ち ょっ といけな

いか もわか らない んです け どね。 まあ、娘 の言 葉 を借 りて その まま言 い ます け ど。 「お母 さん、

角刈 りに した男 の人 、お母 さん、前 の会社の人 で、知 り合 いの人い る?」 って言 うか ら、「いや

あ、 どんな人か なあ、顔見 ない とわか らない よっ」 て言 うた ら、その人 はね、「お姉 ちゃん、お

姉 ちゃん、あの、ここ、誰 と誰 と、あの埋 まってんのや」 って言 われ た らしいんです よ。それで、

あの、 「母 と弟が埋 まってます」 って言 うた ら、「裏入 れるで、誰 か寝 て るで」 って、言 って くれ

た んです って。 ほんでね、その時 にね、あの、 「お姉 ちゃん、あの、 わ しとこな、親 父 もな、死

んで な、冷め とうなってんねん。だか らな、死んだ もんをな、今 な、慌 てて出 さんで もな、生 き

て る人 を助 けるため にな、 わ し、 こない して周 って んね ん。手伝 うわ。だけ どな、い っぺ ん裏行

ってみ、足見 えてるで」 って言 うて くれたので、娘 が行 った ら、 もう、弟 は冷た くなってたんで

すね。 で も、一応 、あ の、足 を叩 いて、 「聡 、 どう してんの 、起 きな さい」 って、一言 言 うて、
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ほ んで、パ ッと見 た ら、 あの、テーブルが、あれ だけ悲惨 な状 態であ ったの に、 テーブルはその

まま立 ってたっていうんです 。だか ら、息子 もひ ょっ として、最初 の地震で、 自分がハ ッと気 が

ついて、そ こヘパ ッっ と這 いなが らで も行 って、頭 を突 っ込 んでた ら、もう、後の祭 りです け ど、

助か ったん じゃないかなあ と思 うか ら、あの、皆 さんに もね、なんかの時 には、机 の下 とか、そ

うい う もの は、 そ う簡単 に、あの、潰れ ませ んか ら、あの、 この下へ、頭 をつ っ こんで、で、手

や足の一本 は折 れて も、治 ります。命 さえあ った ら、 どうにで もなるんです。 だか ら、あの、そ

うい うことを考 えて といて欲 しい と思 うんです。

(17)[19:54]

で 、 それで、あの、ち ょっ と話が前後 にな ります が、あの…[メ モ を見 る間]… 何 て言 うんで

す か、あの地震 、天災 はね、仕 方が ないんです け ど、 あの、つ い、 う一 ん、2年 ほ ど前 ですか 、

よ く、 あの、子供 が、あの、キ レたか らや ったんや とか、その、お じい さん、おばあ さん を殺 し

た り、親 を殺 した り、そ して、お友達 をい じめて、あの、 どう言 うんです か、あの、死 に追いや

った りとか、い ろんな、あの、事件 が、一時期 ものす ごあ りま した。 その時 に、私 は、 自分 で、

ああ、あ ない して、あの、無念 な思 いで、 あの、た くさんの人が亡 くな って る。 だか ら、 あの、

せ っか く、あの、持 ってる大事 な命、一つ しかない命 をね、無残 にね、 その、な くす ようなこと

は、あってはな らない と思 って、その亡 くなった人のた くさんの人 の供養 のため にと思 って、私

は語 り部 を しようとい う気持 ちになったんです。

(18)[21=08]

とい うの は、 あの、皆 さんが、周 囲で、誰かが その、2、3人 が1人 の人 をい じめる、い じめ

てる と仮 に しま しょう。そ した ら、その時 に、誰 か1人 が勇気 を持 って、 「おい、 やめ ろや、仲

良 くせ なあかんや ないか」 と、殴 られて もいいか ら、それ だけの勇気 を持 って、その…、友達 を

諌 める。それがで きない子 な ら、 あの、人間 として ち ょっ と、 と言 いたいのは、あの、大体、犬

や畜生 ってい うのは、その時その時 に腹が たった ら、カッと人 を噛む。それが、 まあ習性 ですね。

ところが、犬 なんか は訓練 された ら、 それは しませ ん。で もね、あの、あの、人 間はね、万物 の

霊 長 といわれ る所以 は、子供 のころか ら両親 に育て てい ただ く間に、小 さい時 に、い ろんな しつ

け を受けて、そ して、大 きくなって、あの、学校 へ行 くよ うになった ら、学校 でい ろんなこ とを

勉 強 して、そ して、い ろんな形 で、理性 ってい うものが養 っていかれるわけです ね。 だか ら、 し

ていい ことと、悪い こ との判断 は、 もう、で きて当 た り前 の歳 にな って ます。だか ら、 自分 たち

が、その、 どう言 うんです か、あの、 カ ッー となるってい うの は、 カ ッー となった途 端 に2、3

歩 後ろへ下が って考 える余裕が ない とダメ なんです。 だか ら、昔 の人は、犬畜生 に も劣 るって言

うたの は、 その カ ッとなって行 動 にそれ を移す。 それ は人 間では ない ってい うこ となんですね。

だか ら、そ うい う観点で、物事 を冷静 に、 あの、考 えて欲 しい と思 うんです。

(19)[23:09]

だ か ら、あの、私が 、病 院へ最初運 ばれ た時 は、あの、床 に皆、寝 か された んです ね。あの、
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ベ ッ ドは もちろんないか ら、床 にざあ一 ッと寝 か されてる時 に、あの、 あっちこっちでね、や っ

ぱ り小 さい子供 さんや らね、 お年寄 りが、次 々 とね、亡 くな ってい く状況 をね、私 はね、 もう、

それこそ、意識朦朧 としてる中で、あの、看護婦 さんか、身内の方か、何か わか らないんですけ

ど、何 か大 きな声 で、「テルち ゃん、 テルち ゃん、 あんた、お母 さんや、お姉 さんの ところへ行

って しま うのね、 うわ一」 ってい うて泣 く声が 聞こえたんです。だか ら、 その時 に、ああ、何 か

子供 さんで もな くなったのか なあ と思 ってた ら、私 とおんな じ状 態で、あの、運 び込 まれた人が、

横 で1時 間ほ どの問で、 あの、それ もね、大 っ きな声 で、 「わあ、お しっこが したい。お なかが

す いた。 の どが渇 いた。 なんかち ょうだい」い うて、大 きな声 で怒 鳴 ってたお ばあちゃんが、そ

の時 に、娘がね、 いいなって、あんな に大 きな声が 出せ た ら。お母 さん なんか ね、声 も出ないの

に、 と思 ってた んです って。そ した ら、1時 間の ちにその おば あち ゃんが、 もう息 を引 き取 っ

た。

(20)[24:32]

そ れ で、娘 も、あ、これ は大変 だ と思 って、 この病 院では、なんの治療 もして もらえないか ら、

なん とか しなきゃ、 とい う焦 りが でて きた ってい う話 を娘が してま したけ ど。そ うい う状況 の中

で、あ っちでバ タバ タ、 こっちでバ タバ タ足音 が しだす と、次 々 と、その、亡 くなってい ってる

様子 が、なんか、あの、おぼろげなが ら、わか るんです ね。で、あの、頭 をす ご く打 った時には、

その、意識が朦朧 と して るってい うか、あの…、床 に寝 か され てた ら、 あの、重病人ば っか りで

すか ら。あの、病院は電気がつい てます。 そ した ら、あの、蛍光灯が、ず う一 と、 こう、あ るん

ですね。そ した ら、 自分の身体、45度 、 こ う起 き上 が って くるんです。 そ した ら、蛍光灯 が 目の

前 に立 つんですね。ほんで、 はあ 一 と、 こ う、 身体 が浮 くんです よ。 ほんで、 やあ、 これは なん

だろ うなあ と思 って、いやあ、気持 ち悪い なあ、 と思 ってた ら、娘がそ れを感 じて、身体 を支 え

て くれた りして、 自分 は寝 た ままなんですけ ど、そうい う意識 になって しまうんです。で、や あ、

ち ょっ と気持 ち悪 いなあ と思 いなが ら。あの…

(21)[25:48]

私 は、娘 と、 その時に、いろんな話 を した、全然覚 えが ないんですけ ど、 うわご とみたいに奇

妙 なこ とを言 うてた らしいんです。それ は、後で 聞か されたんですけ ど。あの、や っぱ り頭 の ど

こかで息子 の こ とが気 になって たか して、 あの、娘 に、 あの、 お母 さん、あ あ、あ の、娘 に、

「聡 、 どう してるの?」 って言 うた ら、娘が 「うん、寝 てる よ」 って言 うた ら しいんです。 そ し

た ら、私 が またね、 あの、「何言 って るの、 のん きなこ と言 うとらん と早 く行 って起 こ して きて

よっ」 と、私 がね、そ の、す ご く今 まで何 にも言 わなか ったの に、急 にね、怖 い顔 してね、「早

く起 こ して きて よ」 って言 うた もんで、娘 がね、 「お母 さん、 ごめ んねって、 もう車 ねえ、お父

ち ゃん帰 って しまってないか ら、 この暗い中、あの、真 っ暗闇の 中ね、歩 いて家 まで帰れ ないの

よ・明 日まで待 ってね」って言 うて、もうその時、死 んでんのはわか って ま した けど。その話 を、

私 に出来なか った もんですか ら、 もう、それで、なんか、あの、その後 の、 やっぱ り普段 心 に思

ってる ことを、い ろん なことを5つ6つ 矢継 ぎ早 に言った ってい うの は、娘 か ら聞か されて ます
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け ど… 。

(22)[27:12]

う ん… まあ、 どう言 うんですか…あの、話が飛 び ますけれ ど。何か順番 にお話 しようと、思 っ

てたんです けど、 なかなかそ うはいか な くって。あの …[メ モ を見 る間]… 、 ち ょうど、 あの、

病 院を移 った後 ですね。あの、その時 に、 あの、娘 か ら、あの…、 わか ってるかわか って ないか

わか らない けど、 たぶんわか ってるや ろうな と思 ったんで し ょうね。 「お母 さん、聡、 ダメだ っ

たの よお」 って。一言、それ は、あの、 聞かされたのは、あの、未 だに、 その言葉 も雰囲気 も頭

に残 って ます け ど。あの、その病院の 中ってい うのは、あの、 まあ、 ガ ンの患者 さんが多 くて腸

や胃を切 除 して重 病人ば っか りだ ったの で、 そこで泣 くこと もで きませ ん し、動 くこともで きま

せ んので、 もう、 ただ涙 を流 すだ けで した。 で、 その時 に、あの、娘 が、 あの…、 「14日 目 に、

あの、茶毘 に付 す ことが、 なんとか決 まったか らね。お母 さん」 って言 うて、で、それだ け言 う

といて、あの人 もいろんな用事 があるので飛 んで帰 ったんです けれ ども。もう、その後 で、あの、

気持 ちの もって行 き場 が な くって、 もう布 団をパ ッと頭か ら被 って暫 く泣 いて ましたね。で[涙

声 に]、 あの……悲 しみが大 きい と…[ほ ぼ通常の声 に戻 って]… あの、人 間の涙 ってい うのは、

ある程度泣 いた ら、それでお さまるか なあ と、私 は思 ってた んです け ど。 で も、 どう言 うんです

か…、

(23)[29:20]

あ の[涙 声 に]… 、我が子 を亡 くした悲 しみってい うの は、 みな さんが大 人 になって、特 に女

の子 は、あの、お母 さんになって、子供生 んで、子供 を育 てる段 階になって初 めて、その、 自分

が親 にこうい う形 で、 こうい う愛 情をか けて育て ていただい たってい う気持 ちがね、[元 の声 に

戻 って]絶 対 わかる ときが来 るんです。母親 って い うのは、あ の、い くらお産 が大変 い うて も、

死 ぬ ような思 い して子供 を生 んで、そ して、その子供 のか わい さで、その、大変 だ った、あの、

お産の苦 しみ も全 部 きれい に不 思議 に忘れて しまえてるんです ね。それほ ど子供 に愛 晴をかけて、

あの、子供 を育て てきてます。 だか ら、お父 さんやお母 さんに、 あの、中学生 になった らね、親

離 れ をして子離れ を して、 あの、 もの言 わないんだ ってい うのは、それは考 えもんだ と思 うんで

す。や っぱ り、お父 さん、お母 さんがあ って、そ して、今 の自分 がある とい うことを考 えた時 に、

なるべ く、あの、 もちろん、お じいちゃん、お ばあ ちゃん もそ うですけ ど、特 に、お じいち ゃん、

おばあ ちゃん には、今い らっ しゃる時にいろん なことを聞いて吸収 してお く。そ した ら、 それが

ね、後々い ろんな役 にたつ か ら。私 は この歳 になって も、今 、後悔 してる ことがい っぱいあるん

です。 もっと、あの、母が生 きてる間に、いろん なこ とを聞いておけば よか った なあ、 ってい う

思いが今 して ます ので。 だか ら、時間があれば、あの、勉強 に忙 し くて も、あの、 なるべ く、お

父 さん、お母 さんに、 これは どう、 どうなの、 これ は どうした らいいの、 とか、そ の、昔 のこ と

とか、 あの、現実 に今起 こって るこ とで もね、 あの、な んで も、お父 さん、お母 さんに、あの、

話 をす る。そ うい うね、姿勢 を持 って欲 しい と思 うんです。
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(24)[31=27]

ほ ん で、今 、世 間一般 で、お じい ちゃん、 おばあち ゃん、ほん とさび しくなって ます。なぜ い

うた ら、あの、子供 たち と一緒 に暮 ら してませ ん。一人暮 ら しの人が多 いです か ら。だか ら、皆

さんが道 を歩い てた り、近所の お じい ちゃん、おばあ ちゃん見 た時 に、「こん にちは」 って声 を

かけたげた ら、 それがね、そ うい うことが きっかけでね、お じい ちゃん、お ばあち ゃんがね、や

っぱ り、 あ ッ、若 い子 が声 をかけて くれ た、 うれ しいなってい うことが生 きが いにつながってい

くゆ う場合 もあるんです。そ した ら、それが、小 さなボラ ンテ ィアになるわけです よね。声 をか

けるこ とが。 だけで も、だけで も言 うたらお か しいですけ ど。だか ら、 あの、別 にボラ ンテ ィア

ってい うのは、 身体 を持 ってい って 自分で一生懸命労働 して、そればか りが ボラ ンテ ィアではな

いわけですね。だか ら、自分が ほん とに、心か ら、優 しさを、その相手 にぶつけてい く。それが、

ひ とつの ボランティアの形 もある と思 うんです。ほんで、ボ ランテ ィアってい うの は、一生懸命、

私 はね、人の ために してるんだ ってい うん じゃな くって、一応 はそ うで はあ って もね、必 ずそれ

は、 自分の ため に してる ことに、 自分 に返 って くるってい うことを、頭 に置い てお いて欲 しい と

思 うんです。

(25)[32:47]

で 、 あの…[メ モ を見 る間]… 、私 が、あの、 ほん とにね、 こうして、あの、 中学生 の方 なん

か とお話で きるのが うれ しいのはね、あの、娘や息子が、 中学 時代 の ことを、 ほっ と、 あの、 タ

イムス リ ップ して、思 い出す ことが あるんです。あの、 ち ょうどね、 あの、娘 が中3、 息子が 中

1の 時 にね、あの、主 人が亡 くな ったんです。 あの子 た ちのお父 さんが病死 しました。 だか ら、

一番大 変 な時 に
、それで も、や っぱ り中学生活 ってい うのは、初 めて、 まあ、 もちろん初 めてで

すけ ど、大変 っていうのが、頭 にあ ったか ら、部 活は決め ない とい けない。で、その時 に、あの、

子供 と、あの、精神 的 に弱 い子 になって もらった ら困 るという気持 ちがあ りま した んで、部活 を

選 ぶの なら、3年 間絶対 に頑張 んなさい と、途 中でやめ る とい うことは、 お母 さんは許せ ませ ん

と。頑張 ることがね、結局 自分 の、その、今後 の生活 に、い ろいろ とプラスアル ファになるか ら、

「頑張 んなさい っ」 と言 うて、 あの、卓球部 を選 んだんですね。

(26)[34:10]

そ した ら、や っぱ り、あの、皆 さん もわかってる と思い ます。今、 ち ょうど、中間ですね、先

輩 がいて、後輩 がいて。だか ら、 あの、先輩 と後 輩 との問 に挟 まれてます。私 もね、息 」か らい

ろいろ聞いてわかるんです けど、で もね、 あの、先 輩が仮 に意地悪 を して、 としましょう。それ

で も自分 たちがそんな 目にあ った ら、 自分 も絶対 に先 輩 になったら、後輩 い じめたるぞ ッてい う

気持 ち じゃな くって、 自分が置 かれた立場 を もう一辺反省 してみ て、後 輩 をか わいが ってや る。

そ した ら、「あ、 あの先輩 は」 とい うて尊敬 され る先輩 になる。[笑 い声 で]う ふっ。 と思い ませ

ん?ふ ふ。 これはね、私が勝手 にね、思 ってるんです け ど。息子 の話 を聞い た上 で。[元 の声

に戻 って]何 か、高校へ行 った ら、 また、 その部活 が変 わ るんですね。 で、 あの、先輩 にね、中

学 どころ じゃな くて、す ご く、あの、大変 だった らしいんです。 まあ、 それは、皆 さんが高校行
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っ て か らの楽 しみ に してお きます け ど。結局 、その高校生活 の問で、その、先輩 に教 えて もらっ

たこ とが 、言葉遣 いを、敬語 をきっち り使 うことい うのを教 えて もらった らしいんです。だか ら、

社会人 になった時 に、あの、や っぱ り、何 かそれがす ご く役 にたった とい うことを、私 自身は子

供 か らはそれ は聞いて ませ んが、勤め に行 った先 の方 か らそ うい うて、 あの、「目上の人 に対す

る言葉遣 いが で きて るか らね、いい子 だね」 って言 うてい ただいた時 に、私 は、「ああ よか った

なっ」 と思 い ます。だか ら、あの、部活、絶対 に途 中で挫折 しないで、 中学3年 、高校3年 、あ

の、頑張 って して欲 しい と思 うんです。 それが、あの、後 になって 自分 たちのす ご くプラス にな

る と思 います。

(27)[36:19]

…[メ モ を見 る間]… それ とね
、 あの、 どんな時 にどんな地震 があるかわか りませ ん。で、 こ

ないだ も、ある人がね、あの、マ ンシ ョン住 まいの人が話 を して くれ ましたけ ど、あの、なんか、

あの、必ず 出口 を、 まず開けてお く。マ ンシ ョンだ った らね、 あの、え一、外 開 きの戸 は、 中か

ら ドー ンと何 か物 をぶつけてで もいいか ら、あの、出 口をちゃん と作 っておか ない と。高層 にな

る と、あの、逃 げ場が ないです ね。窓か ら逃げ たら下へ落 ちて しまい ますか らね。だか ら、必ず、

出口、入 口、 そ うい うところ を、必ず、あの、確保 する。 まず第1は それだ と、言 うてお られま

したね。私 らみたい に、あの、木造の2階 建 ての家だ った ら、 どっか らで も、 まあ、仮 に潰れ な

か った とす る と、逃 げ られ ます けど。マ ンシ ョンは、その、 あの、大変 だったんです よって、言

うてお られま した。

(28)(37:28]

そ れ と、 あの、履 き物 。あのね、す ごい地震 の時はね、あの、 ガラスが、ず っと割れて、そ こ

らが瓦礫 だ らけになるんですね。で、そ れを慌 てて歩いて、 ものす ごい大怪我 した人がい っぱい

い る らしいです。 だか ら、必ず、あの、足元 を気 をつけ ること とか。 もう、 これはね、あの、語

り部のお ばあちゃんが こんな話 しとったい うこ と、頭 の中 に入 れ といて もらった ら、何 かの時 に

役 にたつ と思 います ので。 あの、頭入 れ といて下 さい。

(29)[38:02]

ん と、 それ とね、地震 の当 日の話 をね、 します け ど。あの、私 の家 の近 くにね、あの、 う一ん

深江駅 って、阪神 の深江 って駅が あるんです。 で、そ こで ね、ち ょっと地震 の2分 前 に、 あの、

プラ ッ トホ ームに出勤 しよ うと思 って立 ってた人が ね、あの、 ち ょうどね、1分 くらい前 にね、

ゴ ォォーってい う音 が してね、あの、青い光がバ ァァー と走 ったんです って。ほんな、その瞬 間

にね、 ドー ンとね、上へ 階段持 ち上 げ られ て、プ ラ ッ トホー ムの天井へ 突 き当 たって、 ほんで、

下へ、 ター ッと叩 きつけ られてね、その方 はね、 まだ30代 ぐらい の若 い人 で したか ら、 ええ一と

叩 きつ け られた途端 に起 き上が って、 これ は何 や と、車で も飛 び込 んで きたんか と思 った んです

って。 そ してね、 うん、な にが、 なにが起 きたかわか らないか ら思 って、駅 の階段 を降 りて下へ

行 った ら、家が みなつぶれて る。 これ は、エ ライ ことや って、 あの、家へ飛 んで帰 った とい う話
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なんか をね、聞いで ます 。

(30)[39:18]

だ か ら、あの、あの地震 だ けは、 ほんとに、 あの、なんか、ち ょうど、稲光が、何千 も集 まっ

たみたいな光 が、西 の方 に走 った とか ね。 あの、 それは、大 型の トラックの運転 して らっ しゃる

方 が、今 か ら出 ようと思 ってハ ン ドル を握 って、 あの、アクセルってい うか、 あの、 出よ うと思

った時 に、 ゴォォー ってい う音が して、西 の方 で、ものす ごい稲光が、それ こそ、二千 や、あの、

百 や、二百 とちゃ う、何 千 ってい うような、 ウワア って走 ったんです って。 「ええ、やあ、 これ

はなんや」 と思 って、その まま、 あの、止 まってて よか った と。「それで発 進 してた ら、絶対 に

ボクは命 なか った と思 い ます」、言 わはって、 こない だ。 そ うい う話 はね、あ の、最近 になって

ね、 よ くね、 「地震 の時は こうだった」、 「ああだ った」 ってい うて、出 て くるんです。

(31)[40:13]

ほ い で、 もう、亡 くなった方 は、い まだ に、その、私 なんか息子 の顔 を見 て ません。死 んだ顔

も見 て ません し、姿 も見 てませ ん。 お、お骨 にな って初め て、 あの、三十五 日の 日に、あの、そ

うい う息子 と対 面 して、 もう、 あの、お骨 を抱 きしめて思い っき り泣 きま した。だか ら、顔 を見

て ませんか ら…[涙 声 に]、 みな さんの前で こう して、 あの、 いろんなお話が出来 るんです け ど、

子供 を亡 くしてその子供の姿や顔 を見 てる人 は、おそ ら く何 年た って も、心 開いて、ああだ こう

だ と、話 をあ ま りで きない と思 うんです。

(32)[41:02)

[元 の声 に戻 って]だ か ら、 もう、ただ、私 が申 し上 げたいの は、 あの…、 まあ、せ っか く、

お父 さんやお母 さん、皆 なで、 あの、育 んで いただいた大事 な命 です か ら、あの、 で きるだけ、

あの、 お父 さんやお母 さん に迷惑か けない ように、 まか り間違 って、 自分 たちが、何 かこ とを起

こ した り、その怪我 を した り、い ろん な目にあ って障害が残 るとね。あの、植物 人間 になった り、

片足や片手が な くなった り、いろい ろなことになる と、 それ こそ どんな に親不孝か けるかわか り

ませ ん。 だか ら、 自分の命 をほん とに大切 に して欲 しい と思 い ます。

(33)[41:52)

で は 、一応 、 この辺 で、私 の話 は、 おわ、終 わ らせ ていた だ きます。 あ りが とうござい ま し

た。

皿 浅井さんの語 り

(1)[0:00]

こん にちは。 もう、寒 いですけ ど、 もう少 しお話 を聞いて下 さい。あ、私 は、先 ほ ど先生か ら、

ご説明あ りました御 影 よ り数分の ところ、灘 とい うところで、今、パ ンダが いる ところに、地震
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まで住んでお りました。その時、その時点の家族はですね、夫、私、大学生、高校生の男の子が

2人 と、亡 くした小5の 娘でした。

(2)[0:33]

住 んでい たお家(う ち)は 、私 が生 まれた家で して、すごい、 まあ、 もう、い いお ば さんなん

で、築何 十年のお家 で、 で もう、今 、い、今、現在、 もうない ようなお家で、 ん一、や 、梁 って

い うんですか。先 ほ ど庄野 さんが仰 った ように、屋根 の上 の梁ってい う柱 になる ところは、大 人

の人が2人 抱 えて も廻 らない ぐらい太い梁、 そ して、床 の間…、昔の家ですか ら床 の間が あ りま

して、床の 間の柱 は、私 も、みがか…磨 か され ま したけれ ども、黒光 りして、それ まで私 に とっ

ては 自慢 の家で した。広 くて便利が良 くて、押 し入 れ もた くさんあ り、子供 が遊ぶ とこも広 くて、

今 に…皆 な、子供はマ ンシ ョンがいい って申 してま したけれ ども、私 はそ こが 自慢で した。で も、

その家(う ち)で 私 は、 むす …、娘 を、殺 された とい うか、 自分 で、 まあ…、死 な して しまった

と、今 、す ご く後悔 してい ます…。

(3)[1:38]

あ の 日は、本当 に、先 ほ ど説 明が あ りました ように、大変寒 い 日で、その時、高校野球 を して

いる次男 のお弁当 を作 ろうか なっ と思 ってたんです けど、す ご く寒 くて、 もう起 きるのが嫌 だな

一 とか思い なが ら、お布団 の中でゴソ ゴソして る時 に、 あの揺 れが始 ま りま した。先 ほ ど、庄野

さんが仰 った ように、地震 は確 かに、それ まで神 戸 に何度 かあ りましたけれ ども、神戸 という所

は、地震 にあ うことが少 なか ったので、 まさかあの ような大惨事 になる ような地震だ って思 って

お りませ んで したので、で も、 ち ょっ と、かん…、だ、か らだが感 じた時に、 この地震 は今 まで

と違 う と思 い ま して、横 に寝 て いる娘 を起 こ しま して抱 きかか えて、 「地震 だか ら起 きなさい」

と言 った ところ まで は覚 えてるんです けれ ども、それ以後 は、 もう全然 、 もう記憶 とい うか、 も

う、気 を失 って、わか りませ ん。

(4)[2:37]

そ して、 これは[自 宅の写真 がス クリー ン投 影 される]、 きっとあ れです よ、 ね、 あれが、私

の家 で、私 は、娘 と2人 、あの下 に埋 まって ま した。だか ら、先 ほ ど庄野 さんが仰 ったよ うに、

かす かに外界 とい うか、外 で は、家族が一生懸命 、救 助活動 を してた と思 うんですけ ど、 中にい

る私 たち2人 にとっては、 もう、 ただ暗いだけ、真 っ暗 なだけ、そ して…古 い家で したので、土

壁が 口の中に入 り、梁が…後 でわか ったこ とです け ど、梁が体の上 に乗 り、痛 いだけ。で も、そ

の中で、私 の、ぼ、その気 を失 ってい るのが 、ボーっ とした頭の 中で、一体何 が起 きたんだ ろう

と思 って いる時 に、娘 の、 か細 い声 で、 「お母 さ一 ん、お母 さ一ん」 て聞 こえる んです 。で も、

真 っ暗 だか ら、 どこにいるのかわか らない。 で、宙 に浮 く手で触 る と、 ち ょうど手 が届 く、ほ ん

の手が届 くところに、娘 の手があ りま して、 「大丈夫?」 て言 うと、「痛 い!痛 い!」 て言 うんで

す。で も、痛 いっ と言 い まして も、真 っ暗 だか ら何 もわか りませ ん。手探 りを して も何 もわか ら

ないです。 で も、その時 の男3人 は屈 強で 、す ご く175も 身 長 あ り、体重 も90と か85、75と か 、
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た くさん、あの、あの、大男 といい ますか、大 きい もんですか ら、す ぐに 「お兄 ち ゃんが助 けて

くれる よ、お父 さんが出 して くれ るよ」と励 ま してたんです け ど、で も、時間 はわか らない け ど、

娘 は痛 がる、私 も痛い、苦 しい。で も、 だ一れ も何 に もして くれ ないので…、 お互 いに私 が気 を

失 う時には、娘 が 「お母 さん」 と呼 び、娘が返事 を しない時 には、真 っ暗 な中で 「亜希子 、亜希

子」 って呼びかけ ました。その時 に、 きっ と寝 た ら、雪 、雪の時 に死ぬ ように、死 んで しまうの

ではないか と思 うので、私 は、「寝 たらダメ、 ダメ」 って、必死 に励 ましました、娘 の ことを。

(5)[4:51]

そ の うち、頭 の上 が、ガサ ゴソ、 ガサ ゴソって、音 がするので、その辺 に、何が あるかわか ら

ないんです けど も、 ドン ドン と、「ここにい るよ、 こ こにい るよ」 ってい う感 じで家族 に知 らせ

てたつ もりなんですけれ ども、 まあ、外 とか、全然 聞こえてなか った とい うこ となんですね。で

も、その真 っ暗闇の中 に、ある、突然、ポカ ッと、こう埋 まってま した時 に、青い ものが浮か び、

そのうちに、目を刺 す ような光が入 って き、で も、 それは、それだけ、長い こ と埋 まっていた頭

の中の思考力 では判 断で きず に、ただ、 ボーっ としてた ら、その助 け出 して くれた人が 、「あ と、

何人 いるんだ!」 とい うこ とで、「娘が1人 残 って ます」 ってこ とで、「早 く出ろ」 とい うことで

引 っ張 りだされ、それか ら、娘 は、 どれ くらい経 ったかわか らない ぐらいの時 に助 けられ ま した。

で も、「ああ一、助か った」 って思い ま した。 なぜか とい うと、娘 は男の子 の下 だか ら、食欲 も

あ りま した。だか ら、 「お母 さ一ん、お腹 すいた、喉乾 いた」 って一言、第一声 がそ うだ ったの

で、 「あ 一、助 か った!ご 飯 は食べ たい し、喉 も乾い てる し、 はっ き り意識が ある」 と思 ったの

で、す ご く、私 はホ ッとしま した。 しか し、足 を見 ま した。足 は、 ま、紫色 で死 んで い ました。

で も、足 なん…、その時は、足 なんかいい っ と思い ま した。足 がな くた って生 きれ る。手 が折 れ

たって大丈夫。人 間と して、 どこかな くなったって、命 さえ助 かった らって、思い ま した。

C6)L6:29]

で も、まず、そういう状態でしたので、近所の病院に行 くことにしました。その病院は、それ

まで、ん一、1年 くらい前に建てかえて、最新式の様式になってまして、 自家発電、貯水塔、最

新の薬品棚、備蓄 もちゃんとしてますので、何があっても数ヶ月は大丈夫という病院で した。で

も、行ったところは、水は水道管破裂、薬棚は倒れ薬品はゼロ、停電、そういう状態の病院に、

ケガ人はどんどん運び来まれます。床 にも寝かされています。そのままです。駐車場にも裸のま

ま寝てます。いたる所に、ケガ人、死人、そういう人がたくさん寝てます。そ して、そういう状

態ですので、交通網が破裂 してますので、医師も看護婦 も来ません。残っている宿直の先生 と看

護婦さんだけです。でも、その医療関係者の方は、必死に治療 していただきました。あの時の医

療関係の方には、私は不服はありません。あれだけの人数で、あれだけの人間を、この、体育館

以上の人、の、ケガ人を看護するのは、1人 何人担当するかわかりません。

(7)[8:02

そ の 中で、娘 が、 「背 中が痛 い、背中が痛 い」 と訴 えます 。一応、 その時、医師 とい う、真 っ
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暗 で す ので、わか らないんです けど、 白い 白衣 を着 てい る人 をつか まえて、「娘が背 中 を痛が っ

て ます」 と訴 え ま した。 で も、「今 、何 もない、 レン トゲ ンも何 もない、だか らはっ き りした こ

とは言 えない。で も、背骨が もしか した ら損傷、損傷 しているか もしれ ないので、 そこで安静 に

して下 さい」。安静 とい って も、ただ、 こ うい う所[体 育館 の床]に 寝 か され るだけです。注射

もあ りませ ん。 そうい う状態 で寝 ている と、私の妹 の主人 が、家が古い とい うこ とを知 って ます

ので、見 に来 ま した。病 院で対面 した時、その、病 院を見 まして、 この病院 にいた ら、絶対 、亜

希子 は死 んで しま う。山の向 こうは、 まだ地震で あって も、正常 な所 もあ るので、山の向 こうに

行 かないか、 とい うこ とにな りま した。で も、医療関係 の方 は、 「ここを動 かす と、す ぐに死 ん

で しまうか もわか らない」 と言われ ま した。で も…、 しゅ、妹 の主人 は、 ここで何 もせ ず に死ん

で しま うの と、移動 して、た し、確 か に命 をな く、な くな るか も しれ ない けれ ども、めいい っぱ

いお姉 さんが治療 した とい うことの、満足感 って言 い ますか、親 としての努 め を、はた、果たせ

た とい うこ とだけで もいいんではないか、 とい うことで、その病院 に行 くこ とにな りました。

(8)[9:48]

山を越えた街が、家も損壊せず、山は緑が、静かな落ち着いただけでした。病院に連絡を、携

帯で、主人に、あっ、妹の主人が、叔父 さんが入れてましたので、す ぐ治療 にかかっていただけ

ました。その時についた病名が、クラッシュ ・シンドロームという診断と、呼ばれました。それ

は事故で、強い圧迫された場所が…、その、助けられた時に、血がめぐった時に、血液中に有害

な物質がめ ぐることによって、多臓器が不全 になるとい う診断です。まず、娘 も肝臓がや られま

した。そして、尿が出なくなりました。尿が出ない とい うことは、尿毒素ということになりまし

て、体中がパンパンに風船のように腫れます。そのうち、肝臓、肺、そして心臓に至るまで、い

くので、口からは酸素吸入、点滴…いろいろな管(か ん)を つけられながら、娘は頑張 りました

0

(9)[11:08]

なか なか、 そ うい う状態 にな ります と、会 えた時 も、あ りました けど、 だんだん と病原菌 が入

る とい うこ とで、会 える機会 も少 な くな ります。 だか ら、窓の外 か ら様子 を見 るだけ。で も、 ど

んだけ頑 張 って も、や は り…… ダメで、 した[小 さな声 で]。 娘 は、2月10日 、朝 と夕方 の違 い

はあ りま したけれ ども、5時45分 に 亡 くな りま した…。確か に、地震 は、天災か もしれないけれ

ども、私 に とっては、 自分 が生 まれた家 に、 自分 が楽であ り、 自分が楽 しかったか ら住 んだんで

あって、娘 が住 みた くてそ こに生 まれ たわけではないので、何 だか、私が 自分 では、娘 も自分の

意志 、 自分 の勝手 で殺 したんではないか と、ず っと今 まで思 っています。

(10)(12:21]

そ して、娘 は学区で、ただ1人 亡 くな りま した。 だか ら、その姿 を見 るのが嫌で、私 はその街

を離 れ ました。娘 は、私の親族 の中では初 めての女の子で したので、父親 に可愛が られ、私 ども

のお じいち ゃん、おばあち ゃん にも可愛が られ、兄2人 も年 が離 れてい ますので、可愛が られて、
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皆 に甘やかされて好 き放題のことをしてきていました。上の兄には年が離れて大学生ですので、

勉強 を教えてもらい、下の兄は野球をしていましたので、スポーツが万能で、 したので、スポー

ツで鍛えられ、高校野球の球を受けて投げてるので、硬球 を投げてますので、少々の男の子には

負けません。身体 も大きいので、5年 生で したけれども、6せ ん…、6年 の男の子にも負けない

ぐらい、おてんばで した。

(11)[13:28]

で も、その甘 えん坊であ って、私 にとっては、私が いなければ何 もで きない と思 っていた娘 に、

命 の最後 の戦 いで、人 間は どん なに頑張 れ るもの か、命 を生 きる ことが どんな に大切 なこ とか、

とい うことを、私 に、 目の前 で教 えてい きました。そ して、人 として、最後 に人間 と して喋 れた

言葉で、手術 に入 る前 に、「お母 さん、泣いた らあか ん。私 、大丈夫や か ら」[非 常 に大 きな声 で]

っ て・はっき り[非 常 に大 きな声 で]言 い ました。その言葉 は、私 が2人 で病 院で会 えな くて も、

た、命 の戦い を してい る間、窓越 しで会 えず に、娘 の管(か ん)だ らけの、管(く だ)だ らけの

姿 を見 ている問 も、私 の心の支 えで した。 その言葉 を頼 りに、今 まで、私 は、ずっ と自分 を支 え

て きま した・毎 日、泣 きたい、辛い時 には、 あれだけ苦 しい思い をさ した娘 のために、 自分 が泣

くのは卑怯 だ と思 いま した。同 じ瓦礫 に埋 ま り、同 じ症状 を持 ち、それで も私 は生 き残 りま した。

そ して、娘 は、人間が生 きるため に努力す るこ との大切 さ、私 が手助 けを しなければ、人に頼 ら

なければ生 きていない と思 っていたむす…、お さ…、幼 い娘 の…、命 の大切 さ とい うこ とを皆様

にお伝 え した くて、いつ もこ うい う風 にお話 させ ていただいて ます……。

(12)[15:28)

心 が 健康 だだ った ら、 身体 も健康 です。身体が健康 だ った ら、心 も健康 にな ります。 だか ら、

皆 さん も・心 も身体 も鍛 えて、元気 に生 きて下 さい。そ して、何 よりも、 どん なことよ りも、命

を大切 にして下 さい。命 は2度 と手 に入れ られ ない ものです。勉強 は努力 した らで きます。運動

も努力 した らで きます。 どんなこ とも、 自分 の努力 で、向上す るこ とはで きます。[大 きな声 で]

命 は、誰 か ら ももらうこ とがで きませ ん。[非 常 に大 きな声 で]命 は 自分 の ものです。 だか ら、

そ して、2度 と私 のよ うに子供 に先立 たれて、悲 しい思い をす る親 をつ くらないで下 さい。そ し

て・血 を、 肉を、分 けて生 んで くれたお母 さん を嘆かせ ない ように して下 さい。 どんな時 に も、

命 だけは、2度 と手 に入 れる ことはで きないので、皆様 、 どん なこ とよ りも命 を、命 を大事 に し

て下 さい。

(13)[15:57]

ど う も、今 日はあ りが とうございま した。
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1V長 谷川 さんの語 り

(1)[0:00]

ち ょっ と、 ち ょっ とごめん な。今 か ら準備す るか ら。 それ まで待 ってな あ。[語 り手 の帽子 等

を見て多 くの児童の歓声]ご めんにゃ一。[児 童の笑い声]

(2)[0:32]

ほ な、今か ら、 お話 しを させ ていただ きます。…[児 童 の雑 談]… この帽子 を被 らん ことには

今 日の話が進 まへ んの。それ と、この上着 をぬが…、ぬ、ぬがん、これは[上 着 か らセー ター に]、

避難所時代 、後藤先生 とお会 い した折 に、 このセ ーターを着 てたの。 ほいで、 この帽子 を被 って

一生懸命
、 この、 こうい う学校 に避 難 してい る人 たちをお世話 してたの。 ボランテ ィアの人たち

と、一緒 に。その時、 あの、皆 の一番 上 に立 ってや ってたんで、その時、後藤先生 の母校 だった

ところに、避難 してたん。後藤先生 が訪ねて こられ た。 そ こで、 どん なお話 しを したか、忘 れて

しまってんの。7年 前や か らな。 自分 たち も、3年 前 の こと覚 えてるか な?[数 名 の児童 の声]

覚 えて ないや ろう。ほ ら、こんなジジイになった ら、7年 前 の ことほ とん ど忘れて しまって るの。

で も、あの、そ うい う時 の、大事 な大事 な、あの、励 ま しの言葉 、そ うい うもの を、 あの、ジジ

イが保 管 してたんで、今 日お持 ち したの。

(3)[1:51)

だ か ら、一番初め に、み…、 あの、か ら、お話 しさせ て もらうけ ども、 この千羽鶴、今 こんな

に、小 一 さな千羽鶴や けど も、初 めはこんな大 きな房であ ったわけ。で、あの、避難、 あの、学

校 に避 難 して るい うことは、 こうい う教室 に避 難 して るわけや んか。で、体 育館 であ り、教室 で

あ り、皆 な、バ ラバ ラに避 難 してるわけやか ら。ほな、こんな千羽鶴 、大 きな千羽鶴、や っぱ し、

皆 な に見 てほ しい。被 災者の人 に、皆 なに見 てほ しい。その ために、大 一 きな千羽鶴 を少 しず つ

分 けて、各教室 に配ってい ったの。 だか ら、 この千 羽鶴 も1つ1つ 、 「頑張 って よ」、 あの、「何

とか頑 張 って よ」 とい う思い を込 めて作 られたの。 もう、 ものす ご、大切 な、思いの こ もった千

羽鶴 やか ら、だか ら、あの、 この教 …、あの、 この教 室 に配 り分 けた、ご く一部だ けね。 このジ

ジイが持 ってたんで、今 日こない して持 って、あの、来たの。 だか ら、 これは、大切 な皆 なの気

持 ちが こもってる。ほん とうに神戸 の被災者 の人 は、 「頑張 って下 さいよ一」、 「負 けないで下 さ

い よ一」、言 うて。 どうい う、 どうい うの、大切 な、あ の、千 羽鶴。 だか ら、 これ も大切 に残 し

てお きたいな。

(4)[3:16]

そ れ か らな、 もう1つ 。 この、こ この、 この学校のやつ[同 小 か らの寄せ書 き]よ りも前 に見

てほ しい ものがあるの。去年9月 、ニュー ヨー クで ビルが、 あの、壊 れたのな。あそ この、ニ ュ

ー ヨークか ら、 こうい う寄せ書 きが来 てるわけ。で も、 これが未 だにわれわれ、 こん な寄せ書 き

もらっぞ るんだけれ ども、お返 しはで きない。 ここにな、英語、世界 の各国、各 国、あ の、各 、
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あの、国の言葉で書かれたやつ を 日本語 に訳 して、 この ように、 この、構成 されて、避難…、 う

ん、ん、ジ ジイの避難所 に届い たわけ。で も、 これは嬉 しか ったな。世界 の人たち に心配か けて

るんや。頑張 らん といか んい うの。 そ うい う思いが ものす ごい あるわけ。だか ら、 これ も大事 に

してお るけ ど。で も、いずれ、 ニュー ヨークの人たちが、今大変 困ってるやんか。それで亡 くな

った人たち も、大勢6000人 近 くの人 もいる と、い うことなん。神戸 の6400何 人 、一緒 に亡 くなっ

てる、同んな じ規模 なん。だか、向 こうの人た ち も。

(5)[4:28]

ほ な 、 自分 たち、お父 ちゃん、お母 ち ゃんがな くなった らどう思 う?[悲 しい(児 童数名の返

答)]悲 しいや ろ。 自分 た ちだ けが生 き残 って しまった ら、甘 え るお父 ち ゃん、 お母 ち ゃんがい

なか った ら、 どうする?大 変や んか。 で も、神戸 で500何 人 とい う、 自分 たち ぐらいの時 に、

震災 で、お父ち ゃん、お母 ちゃん亡 くなって1人 ぼっちな って しまってい る、あの、お兄 ち ゃん、

お姉 ち ゃんな、 自分 た ち ぐらい の子が 、 まだ、た っ くさんい るの。 それは、 この市原のお ばちゃ

んか ら、 またお話 しがでて くる と思 うんで。

(6)[5:05)

な 。 だか ら、 これ[ニ ューヨークか らの寄せ書 き]が 、そ ういう形 で、だか ら、世界中か ら神

戸 の地震、 そ うい う亡 くなって、あの、 われわれ に対 して、「頑 張 りなさい」、 あの、[大 きな声

で]「 負 けたらあかんで一」、い う言葉 で、あの、寄せ書 きが寄せ られた。 これは食べ物 よ りもど

んな形 よりもな、こうい う言葉 の寄せが …、あの、 この、あの支援二とい うの も、これを、 じ、 じ、

地震 で、 ほん とに被 害 を受 けて、心 も、 こない[身 を縮 める仕草]、 小 っ さ く小 っさ くな って る

折 に、 こ うい うものが本 当に勇気 づけ られ るい うことなんです。

(7)[5:42]

あ っ 、 どう もおお きにな[同 小 か らの寄せ書 きが飾 られる]。 それで …、今 か ら登場 するの ん

が、 これが、7年 前、小 学…、あの、 ここの小 学校2年 生 、後藤先生 のク ラスの、あの、子 たち、

あの、これ、寄せ書 きを書いて もらったの。 この寄せ書 きい うの んが、 ほん とうに、寒いだ ろう

け ど、風邪 ひかないで頑張 って下 さい。 また、 自分 たちは何 にもで きませ んけ ども、何 とか頑張

って よ、そ うい うこと、書かれて る。 で もな、 これ を読 んで な、あ っ、 こんな と。見 ず知 らずの

小 さな子 ど もたちに まで、 われわれの こ とを心 配 さ してるんだ なあ。何 とか頑張 らん といか ん。

何 とか、頑張 って生 きてい こ う。先 を見 てい こう。いつ まで もクヨク ヨしとった らいか んのや。

そ うい う思 いで、今 まで、 この、話 し…、大事 にお話 、 し、 させて もらったの。だか ら、 こ、 こ

れ、す んませ ん。 ここに、ち ょっと貼 りつ けて、置 い といて もらえる[寄 せ書 きを黒板 に掲 示]。

もう、 それが一番 いい と思 う。

(8)[6:50]

せ や けに、われわれ としては、この一、ひ、あの0、 寄せ書 きとい うのんは、どんな救援物資、
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食 べ 物 な どをな、 あの、なんせ ルー トがつ けば、 あの、ず一 っと、初 めはわず かの食べ 物であ っ

て も、 ここに避難所が ある、 ここへ 食糧 を運 ばん といかん、物資 を運 ばん といかん とい うことが

わかれ ば、その、2、3月 後 には、 どん どん どんどん、物資 、食べ物 は、多 く運 ばれて くるわけ。

で も、 こうい う心 のこ もった寄せ書 きとい うのんは、ほん とに、数少 ないわけ よ。で も、各避難

所で は、ず 一っ と行 き、行 き渡 ってるんだけれ ど も、 こんな ものが、1つ2つ しか、あの、各避

難所 には残 って ないわけ よ。神戸市 内の、 あの、その、被災 地域 の中では な。 だか ら、 これは、

1つ の、 この避 難所 と しては、 も一のす ごい、す ば ら しい贈 り物 。われわれ に した ら、心の贈 り

物。

(9)(7:56]

で 、 その時 に、今 、後藤先生が お話 しされた ように、その、な、あの、後藤 先生が見て、あの、

感 じたこ とを 自分 たち、あの、皆 にお話 しして、それ を、あの、 自分 たちのお兄 ち ゃん、お姉 ち

ゃんたち、 こないに書 いて くれたわけ よ。 だか らな、 ものす ごい嬉 しか ったよ。 それで、 こ う、

後藤先生 、 自分 、あの 一、7年 前 の ことや け ども、 これ、受 け取 った折、儂、泣 いた と思 うんで

す け ども。[「ああ、それね え、顔がね」(後 藤先生)]あ0。[「 す ご く、 まあ、喜んでお られ るな

あ、 ゆ うの、 わかったけ ど」(後 藤先 生)]う 一 ん。[「まあ、何 かほん とに よ く持 って来て よか っ

たなあ、い う感 じは受けて帰 りま した けど…」(後 藤先生)]そ や け に、あの折 、自分 は、その折、

うっ と、支援物資 はいろい ろいただ くけ ども、で も、 こうい う、心 のこ もった、些細 な もので あ

って も、 自分 としては、 もう、本当 に心 の御馳走 として、あ の、 あ りがた く涙がで る、今、思 い

出す んやけ ども、その ような感 じして、 してるんです。だか ら、 ほん とに、あの、後藤先生 に苦

労 かけたな あ、 ほん とにお世話 になったな あ。 ほいで、その 当時 の小 学校2年 生、今 の中学2、

年生 かな。[「2年 生、3年 生 です」(後 藤 先生)]3年 生 、[「3年 生」(後 藤 先生)]の 、 お兄 ちゃ

ん、 お姉 ち ゃんたち に、ほ んとに、 この 「おお きに」 とお礼 を言 いたいの。だか ら、今度 は、 あ

の一、家 の近 くで、中学3年 生 のお兄 ちゃん、お姉 ちゃんた ちに会 った ら、この神戸 の ジジイが、

あの、「おお きによ」 と言 うといてな。頼むで 一。[数 名の子供 たちが頷 く]そ や けに、お兄 ちゃ

ん、お姉 ち ゃんたちには、 これは もう、直接 言 えない か ら。 よろ しゅうお願 い しま一す。

(10)[9:38]

そ れ で、あの一、一つ は、避難所生活 のお話 、 ち ょっ とさせ て もらお うか な。あの 一、 その当

時、避 難所行 って、教 室入 って も、17日 、 今 日や な、7年 前 の今 日、5時46分 、 自分た ち起 きて

る?[「 起 きて る」(数 名 の児童 の返事)]起 きてた?[「 起 きてた」(数 名の児童)]あ 、 そお一、

す ごいな一。お っちゃんは、 まだ、夢 の中や った な。[「お っち ゃん、や って」(一 人の児童)]あ

っ、ジジイやった。ごめん。あの、それで、あの、外 は真 っ暗け。そ んな中で、地震、5時46分 、

に、地震 が来 る前、 ジジイは、 ち ょっ、前 の晩 に新年会 あって、ジ ジイ になった ら、 お酒 も飲 む

わ なあ。新 年会で、 お酒た らふ く飲 ん どったか ら、 トイ レに、起 きたん よ。5時 半 ごろに。で、

トイ レお き、で、起 きて、 自分 の布 団に、 さあ、横 になろ う、横 になって、少 しした ら、 ドー ン

と、思いい っき り揺 れたわけ。 そ う。それ を、あの …、[児 童 の笑声]、 あ、 そ うやな、順番 間違
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っ た 。

(11)[10:55]

ジ ジ イは、神戸 の三 ノ宮、知 ってるか な、皆 な。[「 うん、知 って る…」 .(複数 の児童)]あ っ 、

三 ノ宮駅 の山っ側 に住 んでた。それ も、12月25日 に三 ノ宮 の山っ側 へ引 っ越 しして きて。 で、 も

う、あの、 ここに引 っ越 し して きま したい う届 けも出 さない うちに、1月17旧 、 地震で、 ドー ン、

受 けた。 ほな、 ドー ン揺 れて、ガ ッタガ タと揺れ た折 に、 この、部屋 の窓が、 こない して[窓 を

指示]、 錠 前かけて ない わけやか ら、 ほな、窓が、運動 、追 っか けっこ してるわけ。窓ガ ラスが。

ほな、外、見 た ら、牛乳 を流 した ように真 っ白になってるわけ。 そいで、は じめ、地震や と思 わ

ない。何か なあ、思 った。 どこの 国が 、今 、 日本 を攻撃 して きたんかい な。隣…の大 きな12、3階

建ての ビルが グラグラ揺れて る。自分 の、あの、住 んで るマ ンシ ョン もグラグラ揺 れてる。ほな、

あの、例 えば、手で、 あの、手 で 自分 の身体 を支 えよう思 って も、支 える余裕 が ない。そ んな ぐ

らい激 しい揺れだ ったの。 け ど、 もう、そ うすれば、ね ん、 あの、 こない して蛍光灯 が、つい て

る、 この灯がバチ ッ。それで、 あの、時計 をさわ った ら、時計が ガシ ャン、ほな、上 に物 を置い

てある物は、 こう落 ちる。 ほいで、引越 しして問がない ものやか ら、 ダ ンボールに詰 めた荷 物 を

押 し入れ にみ な突 っ込 んで たの。その、押 し入 れに突 っ込 んでた ダンボール箱 が1メ ー トル、2

メ ー トル、ボ.__.ンボ ー ンと飛 んで、飛 んで来 るん よ。そん な状態だ ったの。 な、は じめ地震 だ と

は思 わない。 もう、 これ、 どない なるんや ろ う、い う感 覚 しか ない。揺 れが お さまる まで、 どな

い しよう、 どない しよう。 こん な、立 ってお られへ ん。座 って な、あ ぐらか いて座 った まま、身

体 を どない して両手 で支 えていいんや。そんな状 況。

(12)[13:04)

で 、 揺 れが おさまって、ほな、 まあ、あの、その、部屋 の中。真 っ暗けや んか。 自分 の上 を着

るもんは1つ もない。な、 もう、肌着1枚 で寝 てた。その ままで、何 せ、外へ 出よ う。外へ 出る

の に、 自分 の ドアは開け られた。で も、今 度 は1…2階 か ら、1階 、1階 に降 りる階段 は、1尺

ほど、ガ タンと落ちて る。 自分 の部屋 の壁 を、い うのんは…、あっ、1尺 言 うたってわか らんな。

ごめ ん。 ジジイなった らな、こんなわか らん こと言 うて しまうん よ。 そやけ に、あの、部屋の壁

が な、40セ ンチほ ど、ベ ラー ンと、こ う剥が れて しまって、 し、2階 の部屋が見 える ような状態 。

事 実、見 えた もん。2階 の部屋 の住 んで る人 の荷物 も見 えた。そ の、2階 、2階 の人 は どうな っ

たんか は、 そ らわか らへ んけ どな。それで、 自分 、あの、 ジジイが、3階 か ら、あの、2階 へ行

って、2階 か ら1階 へ降 りようと した。あの一、その、階段が30セ ンチほ ど、ガターン と外 れて、

落ちてるわけ。それで、あの、天井 か ら、 こ うい う、あの、鉄筋の建物、鉄骨 の建物 で、 コンク

リの破片 が ゴロ ゴロ落 ちて るわけ。そ れを、踏 まない ように、踏 まない ように と、 こ うい う感 じ

で歩い て。 ほな、外へ 出てや な、身体 が緊張 してるか ら、肌 着1枚 で もな、寒 さを感 じないの

よ。
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(13)[14:42]

ほ ん で、そな しよ、あの、近所の人 たちが 、「わ 一、大 きな地震 や、次 に揺れ戻 しが あるか ら、

恐 いか ら、安全 な とこに行 こ」、言 うて。出た ら細い道や か ら、その、そ こにお った らな、 また、

もし揺 れ戻 しで家 が倒 れて きた ら、家の下敷 きになる とい うことで広 い道 に出た。広 い道、出た

ら、 こ、高 一い建物 ある。10階 建 て ほどの建物 ある。で、 これが こっち倒 れて きた ら、やっぱ し、

あの、下敷 きになって しまうやんか。 どこに逃 げてい いんや。そ んな状 況。そ うした ら、 また、

揺 れ戻 しが、大 きな揺 れ戻 しが ドー ンきたわ け。 ほな、あ の一、隣、そ ない して、2、3人 お っ

た人 たちが な、 「うわ一、恐 一い」 と。ほな、 ジジイ もな、 その辺 の人 と一緒 に抱 きつ いて、 「恐

い 一」言 うて抱 きつ いて。 それを、あの、揺 れがお さまるの待 っ とったん。

(14)[15:37]

そ うすれ ば、今度 は、あの、道の、あの、 その、道 の中、下 に、 あの水道管 や らガス管が敷設

され てるや んか。 それが破裂 してたの。せ、 あの、 ガス管が破 裂 してたのかな。 ガスの臭いが プ

ンプ ンす るわけ。 ジジイは タバ コ好 きで なあ一、 これが あ[大 きな声 で]。 タバ コ吸 いたい。ガ

スの臭 い して る。 タバ コ吸 えない。 で も、地震 はあ って もな、何 が何 や さっぱ りわか らん状態。

で も、気持 ちだ けタバ コだけ は吸 いたい。で も、ガスの臭 い して るか ら、 ここで タバ コ吸 って、

も し引火 して、大 きな炎 がでた ら、また、三 ノ宮 のあの辺が大 きな火事 になる。だか ら、皆 なで、

タバ…、あの、 ガス の臭 いす るか ら、絶対 に、皆 な、 ここでは タバ コ吸 うな言 うて、皆 な、お互

い に注意 しなが ら辛抱 してた。 明る くな ってか ら自分 の部屋帰 って、 なんとか、 ここ らを、 これ

[頭 上の帽子 を指示]を 避難所 で もらった ものや け ども、あの 一、今 まで、 あの、それ まで着 て

た もの をあわてて被 って、今 度 は、'近 く、 こう、ず 一 っ と、 町内会 を歩 きまわ ってた ら、家が、

2階 建 ての家が、ペ ッシャンコになって しまった。

(15)[16:55]

そ れ で、 その上 に、お父 さん とお母 さんが2人 、屋 根 の上 にお って、 「皆来 て くれ一。 この下

に、 うちの息子 とお ばあち ゃん、生 き埋 め なんや一。 なん とか助 け て くれ」、言 うて。 だか ら、

必死 にな って呼 んで るわけ。 で、神戸 の大 きな都 会 だった らな、皆 な、大工道具、家 を壊す よう

な道具い うのが1つ もないわけ よ。ほ とん ど、い、 もう家で は持 ってないわけ。自分 た ちの家で、

の こぎ りや かなづちのあ る家 、あ るか な?。[「 あ る!」(複 数の児童 の返事)]あ る 一?わ 一、

す ごいな一。 まあ、準備 万端やな あ。

(16)[17:35]

で も、あの、この神戸 の街 ではな、か なづ ちに して ものみに して も、あの、・の こぎ りして もな、

あ ま りなか ったんや。だか ら、 あの、今度 そ うい うところ、 あ、皆 なが よって、 どない したかっ

てい うと、手 で1つ1つ 上 の瓦 を、手 で、手袋 も、何 に もないや んか。 な、手 で1つ1つ の け

なが ら、そ れで、あの 「どこや、 どこや」 言 うて、 「どこにお るんや 一」 言 うて、上 か らめ くり

なが ら、声 をかけて、それで、あ の一、声 を、あの一、下か ら声 、生 き埋 め になってる、お兄 ち
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やん には、声、出せ る人 は、 ここや一、 ここや一、言 うてる ところへ 、 こう、あの、手でめ くり

なが ら進 んでい った。 だか ら、時 間が も一のす ごいかか ったの。1人 たず、助 け出すため に。普

通 や った ら、そ うい う、あ の、 かな…、かなづちや らの こぎ りや ら、いろんな、あの、そ うい う

大工 道具があれば、時 間を早 く、 な、助 け出 されたんやけ ど も、道具が ない。その、あの、そ う

い う、あの、家 のは し…、木 の端 くれが で きた ら、 それ を道具 に して、何 とか早 く助 け出 そ う。

だか ら、一人出 られ る ぐらいの穴が あけばな、そっか ら、元気 なお兄 ち ゃんは、何 とか 自分で這

い出 して くれたんや。

(17)[18:59)

そ い で、その隣…の部屋 にお ばあ ちゃんが寝 てんねん と。 さ、 このお ばあちゃんのい う、い うこ

とで、そ っか ら穴 を大 き くしておばあ ちゃんの所 まで、 その、明 る くなって、 あの、行 った ら、

ち ょうど、 タンスがボテー ッと、お ばあちゃんの上 に覆い被 さって しまってたわけ。だか ら、お

ばあちゃんを助 け出 した折 には、もう遅か ったの。で も、おばあち ゃん にして もな、そない して、

皆 な夢が あったの。 もっ と生 きて、 もっと楽 しいこ としたい。おばあ ちゃんにはお ばあち ゃんな

りの、 ものす ごいす ば らしい夢 があ る。で、そのお ばちゃんはな、 も一のす ごい楽 しいおばあち

ゃんやった。だか ら、そのお ばあち ゃんの、 あの、 日常の、 あの面 白い こ ともな、 あっ、その、

亡 くなって、 あっ、 もうこれで見 る、見 ることがで きない思 った ら、 ものす ご悲 しか った よ。 だ

か ら、あの、 ほん とに亡 くなってい った人た ちは、皆 な夢が あったの。その夢 を、 この地震 で壊

されて しまったの。

(18).[20:05]

で も、 ほん とに、 あ一、 われわれ は命 を、1人 で絶対 に守 れない。一番 弱い命 なんだ。 なあ、

わか って もらえる。 自分 で 自分の命、守 れる?[数 名 の児 童の頷 き]だ か ら、 自分 は弱 いか ら、

皆 なで助 け合 って守 ってい くしか ない んだ。だか ら、今後 、あ の、い じめ っ子 やなんかい うて、

あるや んか。 そんな ことはな、絶対 にや めてほ しい。皆 なで助 け合 って、皆 なで楽 しく元気 に、

あの、頑 張 ってい って ほ しい。 だか ら、 あの、今 日、 こん な ぐらいで、 あの、簡単 に、あ、お話

し、避難所 の話、せ なか った な。 ごめ んな。[児 童 の笑声]あ はは は。 いや、 わ、話 しすれ ば、

これ、あの、 ものす ごい膨大 な時間 にな って しまうんで。

(19)[20:55]

で 、 あの一、あ、 も、 もうち ょっと簡単 に言 わ して もらうわ。あの、避難所時代 、避難 してる

時 に、 トイ レが一番大 変や った。 ほな、水洗、水道 も止 まってる。水 洗 トイレ、お水 も流 されな

い。 ウ ンチ した らウ ンチ流 す、水 洗 トイレで流 されへ ん、か ら、そ こに山積み になって しま うわ

け。 ほな、そ ない なった ら、次 か らウ ンチで きひんやんか、 トイ レ、行 かれへ んや んか、誰 も。

だか ら、それ を、 な、するため に、ウ ンチだ けは新 聞紙 に とって ゴ ミに捨 てた。 ほいで、 その、

トイレにウンチが たまってる ウンチい うん は、皆 な、 ボラ ンテ ィアの人た ちが、手袋 もゴム手袋

もはか ないで手です くいあげて、 きれ一い に掃除 して くれたの。 この、その当時の ボランティア



矢守:ト ランスクリプ ト 4人 の震災被災者が語る現在 275

の お 兄 ちゃん、お姉 ち ゃんたちい うた ら、 も一のす ごいすば ら しい人。 自分 たち、それがで きる

か な、 ボランテ ィアの時に。誰 もで きない こ となの。 だか ら、あの当時の ボラ ンテ ィアのお兄 ち

ゃん、お姉 ちゃんたちは、ほん とにすば ら しい ボラ ンテ ィアのお兄 ちゃん、お姉 ち ゃんたち。だ

か ら、 その、 お兄 ちゃん、お姉ち ゃんた ちの、 な、手助 けがあ って、 われ われ被災者 は、今 、元

気で あるわけやか ら。だか ら、その、それか らキチーっ と、 きれ一い にその トイ レを、 もう、 ウ

ンチ を新 聞紙 に とるか ら、 もう1つ も汚れ ない、状態で、ず 一っ と使 わ さしていただいたの。

(20)[22:35]

そ れ と、あの、 まあ、その避難所 になった、後藤先 生の、その、学校 い うのんは、あの、女子

大 なの。女学校 。女子 大学、の学校だ ったの。 お姉 ち ゃんた ちの学校 だった。 だか ら、早 く、 も

うほん とは出たかったんやけ ども、 もう、長 く長 く居座 って しまって、 お姉 ち ゃんたち にも、 ほ

ん とうに迷惑か けて しまったなあ、 とい う気 もす るんで。で、 ほん と言 えば、 こ うい う もの は、

早 く、この、家 をさい…、あの、整理で きて帰 れる、それで、次の居場所 が見 つかればいい んや

け ども、街 、全 、全 部が壊 れて るような所 では、 自分 の住 みか を見つ ける ことが、大変難 しか っ

た。 だか ら、長 く長 く居座 って しまうよ うな感 じな って しまう。 だか ら、皆 なに迷 惑か けてるん

だけれ ども、われわれ被 災者 と して は、や っぱ し、命 、 自分 たちの命 を大切 に したい、 こうい う

励 ま しの寄せ書 きな どをもらって るん、 わか らん といか んよ。 だか ら、 ここで、大変迷惑す るけ

ども、 この、何 とかお ら して、頑張 らして とい う感 じで、お らして もうて。あの一、その、地震

の年 の、8月20日 に避難所 が、神 戸、 あの、被 災地の避難所 は、みん な解消 されてい った。 そっ

か ら、皆 な、あの、 自分 のわが家に帰 った り、 また、仮設住宅 に移 っていった りしてい った と。

(21)[24:08]

簡単 になって しまった けどな。で も、 この一、 こ、簡単 に、 して しまった、あ とは、市原 のお

ばち ゃんか ら、 じっ くりお話 し聞いて な。いや 一、おお きに。

V市 原さんの語 り

(1)[0:00]

眠 くな りま したか?ち ょっ としん どいかな あ?も うち ょっ とだけ頑 張 ってね。ね え、 もう、あ

の、皆 さんは、 ほん とまだ赤 ちゃんだった り、7年 前 ってい うの は、 ほん と、ろ く…ね え、赤 ち

ゃんだ った と思 うんです けれ ども、7年 前 の今 日、1月17日 、 あんな大 きな地震 があ るなんて神

戸 に住 んで る私た ち誰1人 考 えて もい ませ んで した。神戸 の街 、行 った ことあ ります か?[あ る

(複数 の児童)]行 っ た ことあ る人?[は 一 い(複 数 の児童)〕 は、 た くさん、神戸 の街、来 て く

れて るんですね 一。神戸 の街 は、す ごい綺麗で しょ一。今 ね一。あん な地震が あったなんて誰 も

…
、 はい、 あ りが とう、あ りが とう[手 を挙 げ続 ける児 童 に対 して]。 あの、 あんな地震 がね、

あ った なんて誰 も思い ませ んよね。午前 中、み んな、ビデオなんか、観 ていただいた んで しょう。

あ んなことが7年 前 にあったんです。
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(2)[0::57]

私 も、神戸 が大好 きで、神戸 って、す ぐ北 っかわ に山があ ります。 で、南 は海。で、街 はす っ

ご くお しゃれなんです。それで、 もう、ず,___.と神 戸 に住 んで るんです けれ ども。一度 だけ、私 も

旦那 さんの転勤 で高槻 に2年 間住 んだこ とが あ ります。高槻 もずいぶ ん変 わったんです けれ ども。

まあ、 そ うい う風 な関係 で、高槻 ってす ご くなつか しいな あ一 って思 って。 で も、や っぱ り、皆

さん、高槻好 きで しょう?[複 数 の児童が頷 く]ね え、ず一 っと、高槻好 きです よね。私 も、神

戸、大 っ好 きなんです。

(3)[1=33]

で 、7年 前 の、あの朝、 さっ きの話 にもあ りま したけれ ども、 ドー ンとい う、す っこい音 とと

もに私 もお布 団の中か らボー ンと後 に放 り出 され ていま した。何 が起 こったか、 まった くわか ら

ない まま、 ほん とに、 あの、 フライパ ンの 中で、 ウィンナーソーセージ、 こうや ってや ります よ

ね[フ ライパ ンを扱 う動作]、 お母 さんが お弁 当 なんか に入 れ る ときに。あ の状態 で、バ ー ッと

振 りまわ されてい ま した。で、 ゴオー ッてい う音 とバ リバ リバ リバ リ、 メキメキ メキメキ とか、

何 ともす ごい音があの響 いてて、で、 ワー って叫 んで ま した。 もう死 ね と思い ま した。 ほんっ と

にもう死ぬんだ。何が起 こったかわか らないんだ けれ ど も、 とにか くもう死んで しまうんだ。 そ

う思い ました。長い一、長い時間だ った ように思 うんです けれ ども、1分 た らずで した。

(4)[2:28]

や が て、揺 れがお さま りま した。真 っ暗です。天井か ら何 か、バ ラバ ラバ ラバ ラ落ちて きます

し、壁 の匂 い、土 の匂 い、何 ともわか らない匂 いがプー ン として きま した。 とりあえず、私 も2

階へ寝 てお りましたので、外 に出 よう。這 いなが ら、階段 の方 に行 きま した。そ こにあるはずの

階段が な くって、真 っ暗の中です けれ ども、何 かす ごい盛 り上が っている状態 で、階段 の ところ

に山の ような ものがで きて るんです。それで、初 めて何 か、 とんで もないこ とが起 きたんだ ど思

いま した。 で、窓の方 に今度行 ってみ ます と、真 っ暗で這 いなが ら、や っぱ り窓の方 に行 ったん

です けれ ども。 窓は昨 日、ち ゃん と雨戸 も閉めて、 カーテ ンも閉めて寝 てたはず なんですけれ ど

も、雨戸 も窓 もあ りませ んで した。外 か ら、 「早 く出な さい、危 ないですか ら一」 って声が 聞 こ

えて きたので、 とにか く、あの、窓 をこう見 たんです け ど、 まあ暗いんで よ くわか らないですが、

誰かが板 を立 て掛 けて くれたんです。 こうい うふ うな板 です けれ どね[教 室 内の板 を指示]。 で、

それ を使 って下 に降 りる と、 もう2、3歩 で地面 に着いた んです。何 と2階 が1階 になってたん

ですね。で も、空、外 は、 まだ、 まだ外 は真 っ暗で したd

(5)[3:49]

で 、 まわ りを見 まわす と、西 の方 に も、北 の方 にも、東の方 に も、 もう、すっ こい勢いで家が

燃 えてるんです。すっ こい勢 いです。もう、パチパチパチパチ とい う音 さえ聞こえて くるんです 。

で、あた りは、ガスの臭いが充満 してま した。 もう、真 っ暗の 中で見 る火事 ほ ど恐 ろ しい もの は

な くって、 もう、 ここも、その うち燃 えて くるんだろ う。覚悟 しなけれ ばいけない ような状 態で
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した。で も、何 とか、火事 は家 まで来 なかったんです けれ ども。 やがて、空が少 しずつ明 る くな

って、あた りの様 子が はっき りと見 えて くる ようにな りま した。 そ うする と、そ こには、昨 日ま

で見慣 れた、あた りの景色 とはまった く違 っていたんです。崩 れて屋根 が、 もう、バ ターっ と地

面 までついてる家 、あ るい は、道路 にまではみ出 して崩れ落 ちた家 、斜 めにな って今 に も崩れ そ

うな家 。電柱 と見 ると、全部、ず 一っ と、通 りが ひら…、 あの一、かな り遠 くまで見渡せ る通 り

なんです けれ ども、電柱 が全部 、北 向いて、斜め に倒れ てるんです。

(6)[5:07]

ふ っ と、 自分 の家 を見た んです。そ うす る と、家の前の電柱が このへ んの くらい…か ら折れ 曲

が って、折 れて、屋根 の上 に乗 っか ってるんです。電柱 にや られたんです。 もう、屋根が ボコ ッ

て、 こうやって。で、その ため に、ベ タッと、こう2階 が1階 になって しまったんですけれ ども。

あ とで、わか った んです けれ ども、2階 を支 えていたのは1台 の この ピァノ[ピ ァノ を指示]だ

ったんです よ。で、 ピァノがない ところの部屋 は、下、2階 は、 もうズ ーン とず れて、下のお部

屋が、 もう上 か ら丸見 えの状態 であ りませんで した。

(7)[5:44]

で 、 あの一、私 も、ね、寝 間着の まま外 に出てたのん、や っ と気が ついて、パ ジャマの ままだ

ったんです。で、 もう、寒 くと、何 とも感 じないんです けれ ど も、 と りあ えず、家 の中に戻 って、

着 る ものを探 そ うと思 って、斜め になった家 に入 ってい きま した。 もう、家 の中は、い ろんな物

が崩 れ落 ちて、 まるで、 ゴ ミ捨て場の よ うな状態 で した。大 きな水槽が あったんですね。熱帯魚

を飼 ってま した。その水槽 も倒 れ てビシャ ビシ ャで した。で、 そうい うふ うな中で、之 う、一生

懸命 、服 を取 り出 して、上 に上 に重ね て、 で、 もうズボ ンも、 もういっぱい穿 いて、で一、履 き

物 が、 もう、 まず 、玄関が な くなって しまい ま したか ら、靴下 をいっぱい履い て。で、 もう一、

とにか く早 く出 よう、斜 め になった家 の中にいる と、気 持 ちが悪 くなるんです。初 めて知 りま し

た。乗 り物 に酔 った ような、あ んな感 じで、気持 ちが悪一 くなって、外 に出て、 また外 に出て行

きま した。

(8)[6:45]

そ うす る と、 さっきの長谷 川 さんの話 に もあった ように、近所で た くさんの人が まだ外 に出て

ない、生 き… まだ埋 め られた、建物 の下敷 きにな って出 られ てない ってい うこ とが わか りました。

皆 で、そ この家 に行 くんです けれ ど も、声 の聞 こえて る方 を探 しなが ら、あの、 さっきのお話 し

って同 じなんです けれ ども、瓦 を1枚1枚 はが して、板 を どけて、そ して、声 の方 に、 こう行 っ

て助 け出す んですけれ ども、その うち、空 にヘ リコプター、今 日 も、朝 か らヘ リコプターがた く

さん飛 んで ましたけれ ども、取材のヘ リコプ ターが、 もうか な りの数 、旋 回するんですね。そ う

す る と、 もう、 こうや って喋 ってい る声す らも聞 こえな くなるんです。 する と、 さっきまで聞 こ

えてた建物 の下 にな ってい る人の声が、 まった く聞 こえな くなって しま うんです。時間ば っか り

が、 ドン ドン ドン ドン経 って、早 く助 けな くっては ならない んです けれ ども、 もう、闇雲 にどっ
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こで もいいか ら、 とにか く掘 り出 して ってい う状態 で、 そ うや って、せ っか く助 け出 した人たち

がた くさん亡 くなられ てい ま した。

(9)[7:51]

う ち の裏 に住 んでた赤 ちゃんは、5ケ 月だ ったんです 。で も、で、 ね、え一、その、ベ ッ トの

近 くに置い てあ ったテ レビが飛 んで きて、赤 ちゃんの上 に乗 っかって しまい ま した。 その赤 ちゃ

んは、 まだ小 っ ちゃいです よ、5ヶ 月 ですか らね。[小 さな声 で]亡 くなって しまったんで す。

その赤 ちゃん も、 お父 さんがお布 団に くるんで、ず 一っ と、1日 中、家 のまわ りを、 ほん とに抱

っこして寝 か して るように、クルクルクル クル、クル クルクルクル何度 も何度 も歩いていたのが、

今 で も目に浮かび ます。

(10)[8=29]

また 、近 くのマ ンションは、マ ンシ ョンなんて、す ごい頑丈ですか ら大丈夫 だ と思 い ます よね。

だけれ ども、1階 がペチ ャンコにな って しまって、1階 に住 んでた18人 の 人た ち…が、その まま

出 られない状 態 にな ってい ま した。 で も、 マ ンシ ョンは人間の力で は どうする こともで きない ん

です。それで、その人 たちが 、やっ と助 け出 されたのは、地震か ら2日 経 ち、3日 もた って、 自

衛 隊の人た ちが来 て、や っ と、助 け出 されたんです けれ ども。[小 さな声 で]そ このマ ンシ ョン

の人 たちは、全員亡 くな ってい ま した。… そ して、その当時、毎 日の よ うに新 聞 に、た くさんの

人 の名前が、亡 くなった人 の名前 が出て くるんです。

(11)[9:23]

で 、 私 は、家が全部 つぶれて しまって、その 日の夜 に、神戸 の、須 磨の、少 し向 こうですけれ

ど も、垂水 とい う所 におばあち ゃんがい ますので、 そこに車 で、普段 だ った ら40分 ぐ らいで着 く

んです けれ ども、7時 間かか って、 もう、信号 もみんな止 まって るんです。照明 も何 ん もないん

です。で、 あっちこっちで火事 がい って、水が出 ませ んか ら、燃 え る放題。 だか ら、そ うい う火

事の ところ を避 けな が ら、ず 一 っと行 って、7時 間かか って、垂水 ってい う所 に着い たんです。

で も、そ こが神 戸 なの に、全然、地震 の被害 がない ところで した。着 くと、真夜 中の2時 か3時

で したけれ ども、 シー ンと静 ま り返 って、街 灯 もついてい ま した。お ばあち ゃんの所 に着 くと、

テ レビもつい てるんです。電気 が明々 とついて る。お水 も出ま した。で も、ガス は出ませ んで し

た、け どね。 もう、嘘 のような、 どうして、 って、 は じめ て、 ワ ンワ ンワンワン泣 けて、悲 しか

った のか どうか よ くわか らないんです け ども。 もう、涙 が止 ま らな くな った、 そん な状 態で し

た。

(12)[10:38]

で 、 それか ら、 しば ら く、お ばあちゃんの家 にいたんです けれ ど も、毎 日の ように新 聞 に名前

が ダー ッと載 ってい くんです よ、亡 くなった人 たちの。その中 に、 もう、 ほん とに知 って る人の

名前が、 ドン ドン ドン ドン、 ドン ドン ドン ドン、え一 ッ、あの人 もこの人 も、っていう ぐらいに、
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名 前 が載 ってい くんです。その 中で、 ある男 の子 の名前 を見つ けたんです。その男の子 は、私 の

所 に、 ち ょっ と、お稽古 に来てた子 なんです 。 まさ…、 ち ょっ と名前 が珍 しか った んで、エ ッと

思 って見 る と、その近 くの ところにお父 さんの名前 、お母 さんの名前 、そ して、その男の子 の名

前 、そ して妹 の名前、4人 の名前が全員載 っていた んです。 まさか って思 ったんです。マ ンシ ョ

ンに住 んで ましたか らね。で、次 の 日、東灘 の方 に戻 って来 ま した。で、その男の子の家 に行 っ

てみたんです。そ うす ると、マ ンシ ョンは普 通 に建 ってるんです。あれ ッ?、 や っぱ り大丈夫 だ

ったんだ、って思 って よく見 る と、やっぱ りそ こも1階 がペチ ャンコになってた んです。そ して、

マ ンシ ョンの横 の空 き地の所 に、見慣 れた彼の 自転車 が倒 れて ました…。

(13)[11=56]

その男の子は中学1年 生だったんです。で も、男の子は小学校の時から少年野球を、その、少

年野球のチームに入って頑張っていました。いつか、高校野球で甲子園に出て、阪神 タイガース

の、選手になることを夢見ていたんです。すごく泣 き虫の男の子だったんですけれども、野球の

話を、私も野球が大好 きで、で、野球の話をすると、ほんっとにもうお稽古そっちのけで話をし

ていたんです。その子の夢が、たったあれだけの短い時間の地震のために一瞬にして奪われて し

まいました。彼は、その男の子は自分が死んだことす ら、今わかってないかもしれません。その

子のお友達は、今、大学生です。皆な、楽 しく大学生活 を送っています…。ね、楽しい毎日を送

ってるんです。で も、その男の子は、その 日で、もう、いな くなってしまった。 きっときっと、

楽 しい人生がお くれたかもしれません。今、いろんなところで、あの、人の命 も自分の命 も大切

にしない人たちのことがよく新聞に出ていますね。大人もそうですけれども、子供たちもそうで

す。で も、阪神 ・淡路大震災でた くさんの人たちが死にた くないのに、死ななければならなかっ

たということを皆さんにも知っていただきたい。

(14)[13:30]

そ して、私 の家 の近 くにレインボーハ ウス、聞いた ことあ ります か?レ イ ンボーハ ウス。 これ

は、地震 で 自分 は助 か りま した。で も、 お父 さんやお母 さんを亡 くした子供 た ち、その子供 たち

を、なん とか1日 で も早 く元気 になって もらい たい とい うことで、で きた ところです。そ こには、

大学生 のお兄 さんや、お姉 さん、 あるいは、お父 さんやお母 さんの代 わ りを して くださる方 たち

が、24時 間体 制でい らっ しゃいます。 そこに行 って、お兄 さんたち と遊 んだ り、勉強 した り、お

話 をした り、 ご飯 を食べた り、す る ところなんですけれ ども。 ほん とに7年 経 った今 も、 その子

たちは、ほん とに少 しずつ笑顔が戻 ってるってい うこ となんです けれ ども。や っぱ り、 まだ まだ

寂 しい思 い をしているんです。

(15)[14:30]

この ように、地震 ってい うものは、ある 日突然や って きて、いろん な人の命 を奪 い、 また楽 し

い夢 まで も壊 してい きます。 そ して、いろん な思い 出の品物 まで も、ぜ 一んぶ根 こそ ぎ持 ってい

くんです。で も、今 こ うやって、私 も長谷川 さん もそ うですけ ど、神戸の皆 なはす ご く元気 にな
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ってい ます・神戸 の街 も元気 にな りました。どうしてで しょう。た ったまだ短 い時 間なのにね え。

ほん とに7年 しか経 ってないの に、皆 な、元気 になってい ます。 それは、あの 日、 日本 中か ら、

あるいは世界 中か ら、い ろんな方 たちが ボラ ンテ ィアでかけつけて くれ ま した。 そ して、神戸 の

皆 なに元気 を出 して って励 ま して くれ ま した。勇気 を くれ ました。助 けて もいただ きま した。そ

ういうふ うな姿 を、皆 な見 てたんです。

(16)[15:34]

で も、地震の時 って、皆 な、心 がす ご く病気 になっていま した。食べ物 を、食べ物が なかった

か ら・ ほんとに食べ物 のこ とでイザ コザが起 こった り、あ っちこっちで物 が取 り合い になった り

していた こと もあ ります。 あの、私 の所 では、避 難所…が、 あの、小学校 が避 難所 になってるん

です けれ ども、そ こにはた くさんの人 たちが、あの、避難 してい って ま したけれ ども、そ こで、

食 べ物 を、 あの、め ぐって、 いろん な問題 が起 こってい ました、 しょっち ゅう。最初 は、皆 な、

分 け合 って皆 なで仲 良 くしていたんですけれ ども、何 日か経 ってい くうち に、だんだんだんだん、

心 が病気 になってい くんですね。 自分が 自分が、 ってい う気持 ちが起 こって くるんです。大人た

ちが結構 もめご とを していま した。

(17)[16:25]

で ・ そんな中で、 あなたたち と同 じぐらいの子供 たちが どうしたんで しょう。あ る時、子供 た

ちは自分 たちか ら率先 して、食べ物 を皆な に、 こう配 るようにな りました。それ も、お年寄 りの

人か ら・あ るい は、小 っちゃい子供 か ら。ほん とに小 学生が 中心 になって、その ことを始め たん

です・そ うす ると、 まわ りの人 、大人 たち、恥 ずか しいです よね え。 だんだんだんだん
、そ うい

うふ うな、イザ コザ とか、 もめご とが な くなってい きま した。あ る時、お風 呂が全然 入れ なか っ

たんで・ 自衛 隊の人た ちが大 っきなお風 呂を持 って きて くれたんです。運動場 に、す ごい大 っき

なお風 呂がで きました。皆 な、 もう何 日 もお風 呂に入 ってないんです。皆 な、先 に入 りたいんで

す。 で も・誰 も自分 か ら入ろ うと しなか った。赤 ちゃんか ら、お年寄 りか ら。 このよ うに神戸 の

皆 なが頑張 って…。 ねえ、す ごい心 を取 り戻 しま した。

(18)[17:30]

そ れ は・や っぱ り、先程 も紹介 していただいた全 国か ら送 られて きた、 こうい うふ うなお手紙

であ った り[教 室の寄せ書 きを指示]、 ボ ラ ンテ ィアの人 たちの励 ま しで あった りす るわけなん

です・今 、私 た ちが、今、私 たちは、今生 きて ます よね。 この、 わた…、生 きてる私 たちがで き

る こと・何 かあるんです よ。い ろ…、世界 中でいろんな ことが起 きてます。 そ うい う風 な人たち

のため に私 たちがで きること、必 ずあ ります。 それ は出か けてい って手伝 うことで はな くって、

優 しい心・それ を形 にあ らわ してお手伝 いす ることで きます よね。そ うい うふ うなことので きる、

そ うい うふ うな気持 ち を持 った人た ちになってい ただ きたい と思 って、私 は語 り部 を してるんで

す。そ して・今、生 きてる私 たちは、命 をとって も大事 に していっていただ きたい。あの地震 の

日に・死 にた くない のに、死 なな くてはな らなか った人 たちが た くさんいて、夢 も希望 も全部 な
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くな って しまった人 たちの こ と、思 い出 していただ きたいんです。

(19)[18:44]

そ して、私 は神戸が好 きで また神戸 に戻 って きま した。そ して、今、同 んな じところに住 んで

いるんですけれども・たくさん・神戸 は家が増えました・マンションも増えまレた。木口も増 え

たんです 。だ けれ ども、前か ら神戸 に住 んで いた人 ってい うのは、半分 にな って しまい ま した。

新 しい方が半分入 ってこられています。 じゃ、その半、半分 、残 りの半分の人 たちは どうなのか。

もう神戸が、 もう嫌 になった方 もいるか もしれ ません。で も、私 はそ うは思わ ないんです。皆 な、

帰 りた くって も、 まだ まだいろんな事 情があ って帰 れない人たち なんです。 ほん とに帰 りPたいの

に帰れ ない、 その人 たちが 日本 中のい ろんなところに、 まだ、頑張 ってい ます。 その人たちが1

日 も早 く帰れ るように私 たちは、一生懸命頑張 ってい ます。

(20)[19:37]

どうぞ、皆さんも、自分たちのできることで何か人のために役立つことがあるっていうことを

いつも心に留めて、そういうふうな優 しい心を持った大人になっていただ きたい。そして、あな

たたちの先輩の方たちが、こうやって、心のこもったお手紙 とかで神戸の子供たちを励 まして く

れたことを誇 りに思って下さい。短いですけれども、私の話 とさせていただきます。 また何か、

あの、地震の話はいっぱいあるんです。あの、ほんとに何時間話 しても尽 きないんですけれども

また機会があ りましたら、私の話 も聞いて下 さい。あ りりがとうございました。
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Summary

Thispaperoffersatranscriptoforalnarrativeswhichweregiventoschoolchildrenbyfourdisaster

victimsofthe1995KobeQuake.Thestorytellers,Ms.Shono,Ms.Asai,Ms.Ichihara,andMr.

Hasegawa,aremembersofavoluntarygroup,calledGroup-117,whoseaimistopasstheirexperiences

tothenextgeneration.TheauthorhasconductedanactionresearchinGroup117tobuildupanaction

programfornarratinga,swellastogathernarrativeaccountsforsocialpsychologicalinvestigationof

collectivememoriesorcollectiveforgetting.Thetranscriptinthispaperispresentedtoprovideempiri-

caldataforthesocialpsychologicalanalyses,reportedinYamori(2003),onhowtraumaticexperi-

encesofdisastervictimsweretoldtoothers.Theauthorwouldlikeareadertorefertotheanalysesand

discussionsinYamori(2003).alongwiththetranscriptinthepaper.


